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このガイドについて

このオーナーズガイドでは、SGI Zx10 5Uラックマウントシステムのセットアップと設定につい

て説明します。また、Zx10 5Uラックマウントシステムの操作、修理、アップグレードについて

も記載されています。

このガイドは次の構成になっています。

• 第 1 章「ハードウェアのセットアップ」では、システムハードウェアのセットアップ方法を

説明します。

• 第 2 章「ソフトウェアのセットアップ」では、オペレーティングシステムおよび関連システ

ムソフトウェアのセットアップ方法を説明します。

• 第3章「システムの設定」では、システムの設定方法を説明します。

• 第 4 章「システムの操作」では、基本機能の使用方法、およびシステムの操作に関するその

他の基本的情報を説明します。

• 第 5 章「操作上の問題に対するトラブルシューティング」では、システムの使用に際して、

問題が発生した場合の解決方法について説明します。

• 第 6 章「オペレーティングシステムの再インストール」では、必要な場合にオペレーティン

グシステムや関連システムソフトウェアを再インストールする方法について説明します。

• 第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」では、システムを開き、内部の主要コンポー

ネントを扱う方法を説明します。

• 第 8 章「システムのアップグレード」では、主要システムコンポーネントの追加やアップグ

レードの方法について説明します。

• 第 9 章「システムの修理」では、主要コンポーネントの取り外し、交換方法について説明し

ます。

• 第10章「システムのハードウェアおよび仕様」には、技術的な参考資料とシステムの仕様を

掲載します。

• 付録A「エルゴノミクスガイド (最適な作業環境のための手引き )」では、コンピュータでの

作業における一般的な身体傷害を防ぐために役立つ情報を記載しています。
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このガイドについて

その他

このガイドの内容に対する追加、変更については、リリースノートを参照してください (システ

ムに付属して配布されている場合)。

オペレーティングシステムの操作方法の基本的な情報の詳細については、システムに付属の

Microsoft のマニュアル (印刷本およびオンライン) を参照してください。

また、システムボード、システムボードのコンポーネント、BIOS (Basic Input/Output System)
についての詳細は、ワークステーションに付属の『システムボードガイド』を参照してください。

サポートについて

ソフトウェアのサポートまたはハードウェアのメンテナンスが必要な場合は、以下のいずれかを

行ってください。

• インターネットのSupportfolio Online (http://support.sgi.com) にアクセスする。

• インターネットのSGI Global Services (http://www.sgi.com/support)にアクセスする。

• SGIのカスタマサポートセンター (SGI Global Services Webサイトに掲載 )まで連絡する。 

詳しくは、システムに付属の『サポートガイド』を参照してください。

文書の入手方法

SGI のマニュアル類は、World Wide Web の http://techpubs.sgi.com にある SGI Technical
Publications Libraryから入手してください。
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読者の皆様のコメント

このガイドの技術的な正確さ、内容、構成についてのコメントがあれば、是非お知らせください。

コメントにはマニュアルのタイトルとドキュメント番号を必ず記載してください（オンラインマ

ニュアルでは、ドキュメント番号は、マニュアルの前付にあります。印刷マニュアルでは裏表紙

に記載されています )。

次のいずれかの方法で、弊社にご連絡になれます。

• techpubs@sgi.com宛てに電子メールを送る。

• World Wide Web の http://techpubs.sgi.com にある Technical Publications Library で

Feedbackオプションを使用する。

• カスタマサービス担当者に連絡し、SGI障害追跡システムに記録するように依頼する。

• 以下の宛先に手紙を送る。

Technical Publications
SGI
1600 Amphitheatre Pkwy., M/S 535
Mountain View, California 94043-1351, USA

• +1 650 932 0801の「Technical Publications」宛にFAXを送信する。

弊社では、寄せられたコメントを尊重し、早急にご返答いたします。
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第1章

1. ハードウェアのセットアップ

この章では、システムのハードウェアをセットアップする方法を説明します。

システムの開梱

警告 : ベースユニットはかなりの重量があります。怪我をしたりコンポーネントを破損しないよ

うに、ベースユニットを移動する際には2人で作業を行ってください。

注意：製品を慎重に取り出します。表面の堅い場所に落とさないように注意してください。内部

コンポーネントを破損することになります。重い製品の移動には、2人以上必要なこともあります。

開梱を終えたら、以下の製品がすべて揃っていることを確認します (これら以外のものが含まれ

ている場合もあります)。

• システムベースユニットおよび電源コード

• ラックマウント用の金具

• キーボードおよびマウス

• オペレーティングシステムソフトウェアCD、フロッピーディスク、マニュアル

• ドライバソフトウェアCD

• モニタ、電源コード、ビデオケーブル (購入した場合)

• システムマニュアル類 (『オーナーズガイド』、『システムボードガイド』、リリースノートなど)

梱包材は大切に保管しておいてください。修理のために装置を返却する場合、保証サービスを受

けるには出荷時のパッケージに入れて返送する必要があります。
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1: ハードウェアのセットアップ

システムコンポーネントの配置

システムコンポーネントを配置する際には、以下のガイドラインに従ってください。

• ベースユニットは、通気がよい場所を選んで配置します。

• ホコリ、煙、湿気の多い場所は避けてください。

• 温度は、10℃～32℃(50 °F～90 °F)に維持してください。最適な動作温度は21℃(70 °F)です。

• 湿度は 20%～80% (結露なし) を維持してください。最適湿度は 50% (結露なし) です。

セットアップを始める前に

ベースユニットを設置場所のコンポーネントラックに取り付ける前に、固定装置を使用してラッ

クが動かないようにしてください。ラックに固定装置がない場合は、ラックの固定方法について、

ラックの取扱説明書を参照してください。

ベースユニットを設置場所のラックに取り付けるとき、またはラックマウントシステムを使用す

るときには、以下の注意事項を守ってください。

• 1回に引き出すスライドレールは1本だけにしてください。引き出したスライドレールをラッ

クに戻してから次のスライドレールを引き出してください。

警告 : 複数のスライドレールを 1 度に引き出すと、ラックが前方に倒れ、装置が損傷したりラッ

クの前にいる人が怪我をする可能性があります。

• ラックを押したり、ラックに寄りかかったりしないでください。固定装置は必ず取り付けて

ください。ラックの足の長さが調節可能な場合は、安定するように、床からラックまでの高

さを十分に低くしてください。

• ラックにAC配電装置または無停電電源装置 (UPS)が付属している場合は、指示があるまで

電源コードをコンセントに接続しないでください。

• 完全にセットアップを終えてからシステムを起動してください。

警告 : 備品を装着したまま、または装置の電源を入れたままラックを動かさないように注意して

ください。内部コンポーネントを破損する可能性があります。ラックを動かす前に、システムを

シャットダウンし、システム電源コードを AC 電源コンセントから抜き、すべての備品をラック

から取り外してください。
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ラックマウントのユニット高について

ユニット高 (U) は、ラックマウント型装置の業界標準寸法単位です。ラックマウントレールには、

通常は1ユニット分の高さを示す小さなマーカーが付いています。詳細については、ご使用のラッ

クの取扱説明書を参照してください。

ラックの筐体の内側に各装置を取り付けるには、垂直方向に必要なスペースを確認しておく必要

があります。たとえば、AC配電装置は垂直方向に1Uまたは2Uの取り付けスペースが必要であ

り、システムのベースユニットは5Uの取り付けスペースが必要になります。

ユニット高について、以下の事項に注意してください。

• 1 ユニット分の高さは、4.45 cm (1.75 インチ) であり、1U には 3 つの取付け穴があります。

• 取付け穴の直径は 7.1 mm です (業界標準)。

• コンポーネントの取り付けに必要なユニット高範囲の取付け穴を数えるときは、範囲内の一

番下の取り付け穴から上に向かって数えます。

次の図に、1ユニット分の高さの取付け穴 3にTinnermanナットを取り付けるという一般的な例

を示します。

図1-1 Tinnermanナットの取付け穴への取り付け
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1: ハードウェアのセットアップ

ベースユニットのラックへの取り付け

システムのベースユニットを一般的な 19 インチコンポーネントラックに取り付ける方法を次に

説明します。コンポーネントをラックに搭載する方法の詳細については、使用するコンポーネン

トラックの取扱説明書を参照してください。

警告 : ベースユニットはかなりの重量があります。怪我をしたりコンポーネントを破損しないよ

うに、ベースユニットをラックに搭載するときは2人で作業を行ってください。

ベースユニットのラックへの取り付けは、以下の要領で行います。

1. 付属のネジを用いて、ベースユニットの前面にハンドルブラケットを2つ取り付けます。

図1-2 ベースユニットのハンドルブラケット
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2. 2 本のレールのそれぞれからガイドを取り外します。このガイドは、レールのスライド部で

最も内側になる部品で、一方の端にフレキシブルタブが付いています。

3. 付属の平頭ネジを用いてベースユニットの両側にガイドを取り付けます。ガイドのフレキシ

ブルタブがベースユニットの背面の方にくるように注意してください。

図1-3 レールガイド

4. 付属の丸頭ネジとボルトを用いて、各レールにブラケットをゆるく取り付けます。ブラケッ

トには、ラックにレールを取り付けるために必要なツメが付いています。後部のツメの位置

を後で調節できるように、丸頭ネジとボルトはゆるく取り付けます。
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1: ハードウェアのセットアップ

図1-4 レールブラケットの部品

5. ラックマウントのベースユニットは、5U (22.5 cm/8.75 インチ) のマウントスペースを必要

とします。ラックのマウントレール上で、取り付けに必要な 5 つ分のユニット高を選び、選

んだ範囲の下端から数えて 5 番目と 6 番目の取付け穴に印を付けます。

6. 丸頭ネジとバーナットを用いて、両方のレールの前部のツメをラック前面のマウントレール

に取り付けます。

選択した 5U の範囲の下端から数えて 5 番目と 6 番目の取付け穴に丸頭ネジを 1 本ずつ通し、

バーナットを各ネジにゆるく取り付けます。バーナットは、平らな面をネジ側に向けるよう

注意してください。2 本のネジに前部のツメをはめ込んで締め付けます。前部のツメがバー

ナットと取付け穴の間に入るようにします。
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図1-5 ラックの前面マウントレールに取り付けたレール

7. ラックの前面マウントレール上の、選択した 5Uの範囲の下端から 3番目と 13番目の取付け

穴に Tinnerman ナットを取り付けます。Tinnerman ナットは、ベースユニット前面のハン

ドルブラケットをラックの前面マウントレールに固定するときに使用します。
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1: ハードウェアのセットアップ

図1-6 Tinnermanナットの取付け穴への取り付け

8. 付属の丸頭ネジとバーナットを用いて、レールの後部のツメをコンポーネントラック背面の

マウントレールに取り付けます。

選択した 5U の範囲の下端から数えて 5 番目と 6 番目の取付け穴に丸頭ネジを 1 本ずつ通し、

バーナットを各ネジにゆるく取り付けます。バーナットは、平らな面をネジ側に向けるよう

注意してください。ネジに後部のツメをはめ込んで締め付けます。後部のツメがバーナット

と取付け穴の間に入るようにします。
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図1-7 ラックの背面マウントレールに取り付けたレール

9. ラック後部の各レールのブラケットにあるネジとボルトを締め付けます。

10. ラックからレールをロックがかかるまで引き出します。

11. ベースユニットを 2 人で両側から持ち上げ、レールとベースユニットの両側に取り付けられ

たガイドの位置合わせをします。ベースユニットを、カチッと音が鳴るまでレールの間に押

し込みます。次の図を参照してください。

12. ロックのかかったレールタブを押してロックを解除し、ベースユニットを完全にラック内に

押し込みます。ベースユニットを数インチ押し込むと、ベースユニットとレールが一体となっ

てラックに収納されます。次の図を参照してください。
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図1-8 レールガイドとレール

13. ベースユニットをラックの前面マウントレールに固定するために取り付けたTinnermanナッ

トとハンドルブラケットを通して、黒いネジを取り付けます。
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システムコンポーネントの接続

注意：システムに付属のケーブルを使用しない場合は、シールドケーブルを用いて電磁妨害 (EMI)
を防ぐようにします。システムに付属のケーブルは、システムから発生するEMIを低下させるよ

うに製造されています。

メモ：ラックからベースユニットを引き出す前に、ベースユニットから各種ケーブルを抜く必要

がありますが、ケーブルを抜かずにベースユニットを引き出すこともできます。この場合は、ベー

スユニットを完全にラックから引き出すのに十分余裕のあるケーブル配線を行ってください。

ベースユニットを出し入れする際には、ケーブルを挟まないよう注意してください。

システムコンポーネントの配置とベースユニットのラックへの搭載を終えたら、付属のケーブル

で接続します。ベースユニットとその他のシステムコンポーネントを接続するポートにはラベル

が付けられており、正しいケーブルを正しい方向にのみ接続できるように設計されています。ケー

ブルがうまく接続できない場合は、ポートへ差し込むケーブルコネクタの向きが合っている事を

確かめます。

ベースユニットを後ろから見た図を次に示します。ベースユニット背面のほとんどのポートは、

色分けとアイコンラベルにより、簡単に見分けることができます。拡張カードとポートの位置は、

図とは異なる場合もあります。
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図1-9 ベースユニットの背面

図1-10 入出力 (I/O)パネル
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システムコンポーネントの接続は、以下の要領で行います。

1. モニタのビデオケーブルをグラフィックスコントローラカードのビデオ出力ポートに接続し

ます。詳細についてはグラフィックスコントローラの説明書を参照してください。

2. キーボードとマウスからのケーブルをそれぞれ対応ポートに接続します。

3. EthernetネットワークのケーブルをEthernetポートに接続します。

4. パラレル周辺機器のケーブルをパラレルポートに接続します。

5. シリアル周辺機器のケーブルは、いずれもシリアルポートに接続します。

6. USB周辺機器のケーブルは、いずれもUSBポートに接続します。

7. 外部SCSI周辺機器やSCSIターミネータモジュールのケーブルは、いずれもSCSIポートに接

続します。この章の「外部SCSIデバイスの接続」を参照してください。

注意：SCSIポートに外部SCSI周辺機器を接続しない場合は、このポートにターミネータモジュー

ルを取り付けてください。

8. その他の搭載した拡張カードのポートに、必要に応じてケーブルを接続します。詳細につい

ては、拡張カードの説明書を参照してください。

注意：この時点では、システム電源コードをベースユニットや AC 電源コンセントに接続しない

でください。詳細については、この章の17ページの「AC電源への接続」を参照してください。
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拡張カードを見つける

AGP (Accelerated Graphics Port)、PCI (Peripheral Component Interconnect)、ISA (Industry
Standard Architecture)の拡張スロットには、必要に応じて拡張カードを取り付けます。

下の表は、拡張スロットおよび通常搭載する拡張カードについて説明したものです。スロット 7
はPCI/ISA共有スロットである点に注意してください。このスロットにはPCI拡張カードまたは

ISA拡張カードを実装できますが、両方を同時に使うことはできません。

注意：システムに使用するモデムカードがシステムを通して接地される場合は、システムの電源

ケーブルを必ずアース付きのAC電源コンセントに接続してください。

拡張カードのインストールや接続については、第 8 章「システムのアップグレード」およびシス

テムに付属の拡張カード説明書を参照してください。

表1-1 拡張スロットおよびカード

スロット タイプ 通常搭載する拡張カード

1 (左側) AGP グラフィックスコントローラ

2 PCI (64 ビット/33 MHz) システムによって異なる

3 PCI (64 ビット/33 MHz) システムによって異なる

4 PCI (64 ビット/33 MHz) システムによって異なる

5 PCI (64 ビット/66 MHz) システムによって異なる

6 PCI (64 ビット/66 MHz) システムによって異なる

7 (右側) PCI (64 ビット/33MHz) または ISA システムによって異なる
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外部SCSIデバイスの接続

システムには、システムボードに組み込んだデュアルチャネルの低電圧差動 (LVD) SCSI コント

ローラが搭載されています。ベースユニット背面のSCSIポートに、外部Ultra、Ultra2、または

Ultra3 SCSIデバイスを接続できます。

図1-11 外部SCSIポート

注意：SCSIポートに外部SCSI周辺機器を接続しない場合は、このポートにターミネータモジュー

ルを取り付けてください。

データの整合性を保ち、最適パフォーマンスを達成するために、以下のことを行ってください。

• SCSI周辺機器を接続する際には、できるだけ短いケーブルを使用します。

• 高品質の SCSI ケーブルで、十分なシールドができるようにします (インピーダンス 110～
135 オーム)。
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外部SCSIデバイスを接続するには、以下の手順に従ってください。

1. システムがAC電源コンセントに接続されていて動作中の場合は、システムを終了し、AC電

源コンセントからシステムの電源コードを抜きます。

2. ターミネータモジュールをシステムの SCSI ポートに接続している場合は、ターミネータモ

ジュールを外します。

3. SCSIケーブルの一方の端とシステムのSCSIポートを接続します。

4. SCSIケーブルのもう一方の端とSCSI周辺機器を接続します。

5. 追加するSCSI周辺機器のSCSIポート間をSCSIケーブルで接続します。

6. 各周辺機器の SCSI ID番号には一意の SCSI ID番号を設定します。システムがすでに使って

いるSCSI ID番号は使用しないでください。

7. ポートに接続される個々のSCSI周辺機器では、以下のように設定します。

• 最後のデバイスまたは唯一のデバイスには、SCSIターミネータを取り付けるか、また

は有効にします。

• デバイスがSCSIケーブルチェーンの最後のデバイスまたは唯一のデバイスでない場合

は、無効にするか、SCSIターミネータを取り外します。

8. 各周辺機器の電源がOFFになっていることを確認してから、各周辺機器の電源コードをAC
電源コンセントに差し込みます。 

9. 接続しているすべてのSCSI周辺機器の電源を入れ、システムを起動します。

10. 必要に応じてソフトウェアドライバをインストールし、メーカーの操作手順に従って周辺機

器を設定します。

外部SCSI周辺機器のインストールについての詳細は、第8章「システムのアップグレード」を参

照してください。
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AC電源への接続

注意：このユニットを修理する際には、AC 電源を切ることが必要です。システムから AC 電源

を切るには、AC電源コンセントから電源コードを抜いてください。

注意：システムの設定場所は、システムの電源コードを接続する AC 電源コンセントが近くにあ

り、手の届きやすい場所を選んでください。

図1-12 AC電源

システムのベースユニットを AC 電源に接続すると、システムに補助電源が入ります。補助電源

は、必要なときにシステムコンポーネントにすばやく電源が入るようにするものです。システム

電源の制御についての詳細は第4章「システムの操作」を参照してください。
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1: ハードウェアのセットアップ

システムをAC電源に接続するには

1. ベースユニットの背面にある電源装置の AC 電圧選択スイッチが、設置する場所に適切な線

間電圧に設定されていることを確認します。

• 設置場所で使用する電圧が90～135 Vの場合は、115という数値が見えるようにします。

• 設置場所で使用する電圧が180～264 Vの場合は、230という数値が見えるようにします。 

警告 : 電源装置のAC電圧選択スイッチを正しく設定しておかないと、システムをAC電源に接続

したときにコンポーネントを破損することがあります。

2. システムの電源コードを、ベースユニットにあるAC電源コンセントに接続します。

3. モニタ、ベースユニット、およびすべての外部周辺機器のコードを、正しく接地された 3 ピ

ンプラグ用のAC電源コンセントに接続します。

システムの起動

注意：システムを起動した後、第 2 章「ソフトウェアのセットアップ」にある指示に従って操作

を完了する前にシステムをオフにすると、オペレーティングシステムと関連ソフトウェアを再イ

ンストールしなければならなくなります。詳細については、19ページの「次に行う操作」を参照

してください。

注意：システムを初めて起動する前に、システムの電源、起動、シャットダウンの詳細について

知りたい場合は、第4章「システムの操作」を参照してください。

システムを起動する (電源を入れる) には、ベースユニット前面の電源ボタンを押します。
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図1-13 システム電源ボタン

次に行う操作

システムを使用する準備のため、以下のどちらかの作業に進んでください。

• デフォルト設定を使ってシステムを使い始めたい場合は、第2章「ソフトウェアのセットアッ

プ」に進んでシステムを起動し、オペレーティングシステムのセットアップを行います。オ

ペレーティングシステムのセットアップを完了する前にシステムをオフにすると、オペレー

ティングシステムと関連ソフトウェアを再インストールしなければなりません。

• オペレーティングシステムはセットアップ処理の第 1 段階ですでにインストールされていま

すが、セットアップを完了しないでオペレーティングシステムと関連ソフトウェアを再イン

ストールしたい場合は、第 6 章「オペレーティングシステムの再インストール」を参照して

ください。
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第2章

2. ソフトウェアのセットアップ

この章では、システムを使用するためにオペレーティングシステムおよび関連システムソフト

ウェアをセットアップする方法を説明します。

セットアップの準備

ワークステーションのメインハードディスクは、出荷前にフォーマットとパーティションが施さ

れています。エクスプローラまたはマイコンピュータでディスクドライブを右クリックし、[プロ

パティ ] をクリックして、ドライブのパーティションサイズとファイルシステムのフォーマット

を表示できます。他のディスクドライブを購入した場合は、フォーマットとパーティションを行っ

てから使用する必要があります。ディスクドライブのフォーマット、パーティション、管理につ

いての詳細は、オペレーティングシステムの説明書およびヘルプを参照してください。

オペレーティングシステムおよび関連システムソフトウェアは、システムのメインハードドライ

ブにインストールされています。インストールされているソフトウェアには、以下のものがあり

ます。

• SCSIコントローラ、グラフィックスコントローラ、オーディオコントローラ、マウス用ドラ

イバソフトウェア

• 出荷時搭載の周辺機器や拡張カード用ドライバソフトウェア

• コアネットワーキングソフトウェア

• 最新のオペレーティングシステム用認定サービスパックソフトウェア (必要な場合)

• Quick-Fix Engineering (QFE) ソフトウェア (必要な場合)

• システム管理ソフトウェア

オペレーティングシステムはセットアップ処理の第1段階でインストールされます。オペレーティ

ングシステムを準備して使用できるようにするには、セットアップ手順に従うことが必要です。

オペレーティングシステムのセットアップを開始する前に、以下の説明書を手元に準備してくだ

さい。
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• Microsoftオペレーティングシステムのマニュアル

• システムのグラフィックスコントローラおよびインストールされたその他の拡張カードの説

明書

以下の情報を入手して書き留めておきます。

システムをネットワークに接続している場合は、ネットワーク管理者からシステムについて以下

の情報を入手し、書き留めておいてください。

システムをサーバにする場合は、ネットワーク管理者からシステムについて以下の情報を入手し、

書き留めておいてください。

お名前、会社名または組織名 :

Microsoft のマニュアル、認定証書、または登録カードに

記載されているプロダクト ID 番号 :

ユーザアカウントのユーザ名 :

コンピュータ名 :

ワークグループ名 (システムがワークグループの一部となる

場合):

ドメイン名 (システムがドメインの一部となる場合):

ドメイン内における設定するサーバのセキュリティ上の役

割 (プライマリドメインコントローラ、バックアップドメイ

ンコントローラ、またはスタンドアロンサーバ):

サーバがバックアップドメインコントローラまたはスタン

ドアロンサーバとして機能する場合は、認定ドメイン管理

者アカウントのユーザ名およびパスワード :
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メモ：システム設定を行う前に、サーバのセキュリティ上の役割を決定します。スタンドアロン

サーバをドメインコントローラに変更するには、オペレーティングシステムの再インストールが必

要になります。ドメインコントローラは、セキュリティポリシーを保持し、ドメインのユーザ認証

を行います。スタンドアロンサーバはドメインの一部にできますが、ドメインに所属させる必要は

ありません。詳細については、オペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。

システムが、TCP/IP (Transmission Control Protocol/Internet Protocol)を使用するネットワー

クに接続している場合、ネットワーク管理者からシステムについて該当するTCP/IP情報を入手

し、書き留めておいてください。

オペレーティングシステムの配布メディアには RISC (Reduced Instruction Set Computing) と
Intelベースシステムの両方のソフトウェアとドライバが収録されています。オペレーティングシ

ステムをインストールする際には、必ず配布メディアの \I386 ディレクトリからインストールし

てください。

セットアップ手順

注意：オペレーティングシステムのセットアップを完了する前にシステムをオフにすると、オペ

レーティングシステムと関連ソフトウェアを再インストールしなければなりません。

注意：システムを初めて起動する前に、システムの電源、起動、シャットダウンの詳細について

知りたい場合は、第4章「システムの操作」を参照してください。

IP (Internet Protocol) アドレス :

IP サブネットマスク :

ネットワークの IP ドメイン名 :

ネットワークのデフォルトゲートウェイの IP アドレス :

DNS (Domain Name System) の IP アドレス (存在する場合):

WINS (Windows Internet Name Service) サーバの IP アド

レス (存在する場合):
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システムを起動する (電源を入れる) には、ベースユニットの前面ドアを開き、電源ボタンを押し

ます。

図2-1 システム電源ボタン

システムを初めて起動すると、Microsoft のエンドユーザ使用許諾契約書 (EULA) が表示されま

す。契約書を読んで契約条件に同意してから、画面の指示に従ってオペレーティングシステムの

セットアップを続けます。以下のテキストに記載したことを除き、デフォルト設定を受け入れま

す。システムを設定した後、ユーザアカウントの設定や、ワークグループまたはドメインへの加

入ができます。

コンピュータを起動してセットアップを実行するには、以下の手順に従います。

1. ディスプレイの電源を入れてください。

2. ベースユニットの電源を入れます。システムが起動し、EULAが表示されます。

3. EULA に記載された条件を読み、表示された指示に従ってセットアップ処理を完了します。

プロンプトが表示されたら、プロダクト IDを入力します。

メモ：セットアップを続行するにはプロダクト IDの入力が必要です。この番号を入力しないと、

セットアップを完了できません。
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セットアップ時の注意事項

• SCSI コントローラドライバソフトウェアは、フロッピーディスクからインストールします。

システムのドライバCDからはインストールできません。

• セットアップがシステムのネットワークコントローラを自動検出しないようにしてくださ

い。セットアップを完了した後に、ネットワークコントローラドライバをフロッピーディス

クからインストールします。この手順は、26 ページの「ソフトウェアセットアップの完了」

を参照してください。

• システム修復ディスクを作成するようにメッセージが表示された場合は、ディスクを作成

します。

• 管理者アカウントのパスワードを入力するようにメッセージが表示された場合は、パスワー

ドを入力します。

• セットアップ中にユーザアカウントを作成しない場合は、ログオンダイアログで <Enter>
キーを押すか [OK]をクリックし、オペレーティングシステムにログオンします。

• オペレーティングシステムのセットアップファイルの場所を指定する必要がある場合は、

C:\I386 ディレクトリを指定できます。システムのハードディスクから I386 ディレクトリを

削除した場合、オペレーティングシステムのセットアップファイルを使用するためには、オ

ペレーティングシステムCDが必要になります。

セットアップを完了し、システムを再起動した後、必要に応じて、ユーザアカウントを設定した

り、ワークグループに加入することができます。セットアップ、ユーザアカウントの作成、ワー

クグループまたはドメインへの加入についての詳細は、オペレーティングシステムのマニュアル

またはヘルプを参照してください。
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ソフトウェアセットアップの完了

オペレーティングシステムのセットアップを完了後、システムソフトウェアのセットアップを行

います。

ネットワークコントローラドライバのインストール

システムのネットワークコントローラを自動検出しないでセットアップを完了したので、ネット

ワークを使用可能にするには、フロッピーディスクからネットワークコントローラドライバソフ

トウェアを手動でインストールする必要があります。

ネットワークコントローラドライバソフトウェアは、システムのドライバ CD のフォルダ内に

入っています。まず、 readme.txtファイルを読んで、makems.batプログラムを用いてドライ

バディスクを作成する方法を確認します。次に、ms.txtファイルを読み、オペレーティングシ

ステムのコントロールパネルにある [ネットワーク] を用いてドライバソフトウェアをインス

トールする方法を確認します。オペレーティングシステムを再インストールしなければならない

場合のために、ドライバディスクは大切に保管しておいてください。

システム修復ディスクの作成

セットアップ中にシステム修復ディスクを作成しなかった場合は、システムのセットアップと設

定を完了した後にディスクを作成してください。システム修復ディスクの作成については、オペ

レーティングシステムのマニュアルとヘルプを参照してください。

システム修復ディスクのファイルを使用して、オペレーティングシステムレジストリおよび標準

オペレーティングシステムドライバソフトウェアの内容を修復することができます。システム修

復ディスクは頻繁に更新してください。システムハードウェアやソフトウェアを追加または変更

した場合は特にこれが必要になります。



次に行う操作

007-4328-002JPN 27

ドライバソフトウェアのインストール

ほとんどのシステムコンポーネントおよび周辺機器のドライバソフトウェア (ドライバ) は、出荷

前にインストールされていますが、これらのドライバが入った CD が配布されています。オペ

レーティングシステムやドライバを後で再インストールしなければならない場合のために、ドラ

イバ CD は大切に保管しておいてください。

製造のタイミングにより、使用システムのドライバは、工場からシステムが出荷された後に改訂

されていることがあります。システムのドライバの最新バージョンについては、SGI のオンライ

ンサービスをご覧ください。新しいバージョンが出ている場合は、これをダウンロードして、シ

ステムにインストールできます。また、インストールしたバージョンはフロッピーディスクに保

存して、再インストールしなければならない場合のために保管しておいてください。インストー

ル方法については、ドライバに付属のreadmeファイルを参照してください。

QFEソフトウェアのインストール

QFE (Quick-Fix Engineering) ソフトウェアには、オペレーティングシステムの問題や制限を修

復するソフトウェアが入っています。QFE ソフトウェアが必要な場合は、システムのドライバ

CD に入っており、追加のコピーがフロッピーディスクにて配布されていることもあります QFE
ソフトウェアがシステムに付属して配布されている場合は、出荷前にすでにインストールされて

います。配布されたQFEソフトウェアは、オペレーティングシステムを再インストールしなけれ

ばならない場合のために大切に保管しておいてください。

製造のタイミングにより、使用システムのQFEソフトウェアは、工場からシステムが出荷された

後に改訂されていることがあります。システムの QFE ソフトウェアの最新バージョンについて

は、SGI のオンラインサービスをご覧ください。新しいバージョンが出ている場合は、これをダ

ウンロードして、システムにインストールできます。ダウンロードしたものをフロッピーディス

クに保存して、再インストールしなければならない場合のために保管しておいてください。イン

ストール方法については、QFEソフトウェアに付属のreadmeファイルを参照してください。

次に行う操作

システムの設定については、第3章「システムの設定」を参照してください。 

システムの操作方法の基本的な情報については、第4章「システムの操作」を参照してください。

オペレーティングシステムおよび関連ソフトウェアを再インストールする必要がある場合は、第

6章「オペレーティングシステムの再インストール」を参照してください。
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第3章

3. システムの設定

この章では、システムの基本コンポーネントを設定する方法について説明します。

ビデオディスプレイの設定

システムを初めて起動したとき、ディスプレイは 1024 × 768 の解像度で表示されます。インス

トールしたグラフィックスコントローラをこれ以外の表示解像度でシステムが使用できるように

するには、ここで説明するようにビデオディスプレイドライバを設定する必要があります。

オペレーティングシステムのコントロールパネルにある [画面] をクリックするか、オペレーティ

ングシステムのデスクトップ上の空いたスペースを右クリックして表示されるポップアップメ

ニューの [プロパティ ] をクリックします。システムディスプレイの色数、デスクトップサイズ、

フォントサイズ、リフレッシュレート、ディスプレイタイプなどを変更できます。また、システ

ムに、どのタイプのグラフィックスコントローラがインストールされているかをチェックするこ

ともできます。

設定方法の詳細については、付属のグラフィックスコントローラの説明書およびビデオディスプ

レイドライバに入っている readmeファイルを参照してください。ビデオディスプレイの設定の

詳細については、オペレーティングシステムのマニュアルおよびヘルプを参照してください。

ディスプレイ解像度の変更

システムに接続したディスプレイが1024×768の解像度に対応していない場合は、別の解像度に

変更できます。 

ディスプレイの解像度を変更するには

1. システムを再起動します。

2. 起動画面でVGAモードオプションを選択し、オペレーティングシステムにログオンします。

3. オペレーティングシステムのコントロールパネルで [画面] を選択します。



30 007-4328-002JPN

4. システムのディスプレイに合った解像度を選択します。

5. システムを再起動するように指示されたら、再起動を行ってください。

デフォルトビデオディスプレイドライバの変更

ディスプレイの設定を終えてシステムを再起動した後、インストールしたビデオディスプレイド

ライバをデフォルトで使用するには、システムの設定を変更する必要があります。

デフォルトのビデオディスプレイドライバを変更するには

1. オペレーティングシステムのコントロールパネルで [システム] を選択します。

2. [起動/シャットダウン] 下で、[起動] リストの中から適切な非 VGA オプションを選択します。

ディスプレイの初期問題の修正

システムのディスプレイが暗いままの場合、同期されていない場合、またはシステム再起動後に

歪みが見られる場合、ビデオ設定の問題が考えられます。このとき <Ctrl+Alt+Del> キーを押

してログオンしないでください。代わりに、[Last Known Good] オプションを用い、オペレー

ティングシステムが記録している最後に正常だった状態の設定にシステムを戻して問題を解決し

ます。

[Last Known Good]オプションを使うには、以下の手順に従います。

1. 電源を切り、システムを再起動します。

2. プロンプトが表示されたらスペースバーを押し、[Last Known Good]メニューを表示します。

[Last Known Good]オプションでうまくいかない場合は、システムをVGAモードで再起動して、

実際に使用できるビデオ解像度に設定します。

VGAモードでシステムを再起動するには、以下の手順に従います。

1. 電源を切り、システムを再起動します。

2. 起動画面でVGAモードオプションを選択します。

VGAモードでログオンした後、以下の一般的な問題と解決方法をチェックしてください。

• マルチシンクディスプレイが選択されていますが、異なるビデオタイミングのグラフィック

スディスプレイ装置がシステムに接続されています。別のディスプレイタイプを選択してく

ださい。
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• ディスプレイの選択が間違っています。別のディスプレイタイプを選択してください。

• 選択した解像度と色数をサポートするには、ビデオディスプレイのメモリが不足しています。

ビデオディスプレイをインストールし再設定して、低い解像度および色数の少ないカラーパ

レットを使用してください。

システムを再起動し、起動画面が表示されたら、再設定されたビデオディスプレイドライバを使

用できるよう、オペレーティングシステムの非 VGA バージョンを選択します。それでも問題が

続くようであれば、カスタマセンターに連絡してください。

システムオーディオの設定

このシステムでは、PCI オーディオコントローラがシステムボードに統合されています。必要な

ドライバソフトウェアは、製品出荷前にインストールされています。

I/O パネル上のポートにマイクやスピーカを接続すると、オーディオミキサーソフトウェアを使

用でき、スピーカの音量、マイク入力レベル、その他のシステムオーディオ機能を利用できます。

オーディオミキサーは、オペレーティングシステムのタスクバートレイから利用できます。また、

オペレーティングシステムの [Volume Control] およびオーディオコントロールプログラムを用

いてオーディオレベルを設定できます。[Volume Control]はオペレーティングシステムのタスク

バートレイから利用できます。

オーディオコントロールプログラムの使用方法の詳細については、オペレーティングシステムの

マニュアルまたはヘルプを参照してください。オーディオコントローラの詳細については、『シス

テムボードガイド』を参照してください。

ネットワークの設定

このシステムでは、10 Mbit/100 Mbit Ethernet ネットワークコントローラがシステムボードに

統合されています。ネットワークコントローラは、リモート管理およびWake-On-LAN機能を備

えています。必要なドライバソフトウェアは、製品出荷前にインストールされています。 

ネットワークの設定を行う前に、システムがネットワークに接続されていることを確かめます。

次に、オペレーティングシステムのコントロールパネルにある [ネットワーク] に進み、ネット

ワークの設定を行います。指示に従って、ネットワークに接続し、通信を行えるようにシステム

のセットアップを行います。システムを接続するネットワーク用に、TCP/IP など、適切なネッ

トワークプロトコルを設定することを忘れないでください。
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ネットワークプロトコルをインストールした後、Microsoft が推奨する適切なオペレーティング

システムのService Packを再インストールする必要があることもあります。詳細については、シ

ステムに付属のService Packの説明書を参照してください。

ネットワークを使用するためにオペレーティングシステムをセットアップする方法については、

オペレーティングシステムのマニュアルおよびヘルプを参照してください。ネットワークコント

ローラの詳細については、『システムボードガイド』を参照してください。

周辺機器の設定

システムに追加の周辺機器を取り付ける場合、関連ドライバソフトウェアをインストールし、設

定する必要があります。また、その周辺機器を使用するには、関連するアプリケーションソフト

ウェアをインストールし、設定することも必要です。

オペレーティングシステムに付属のデフォルトバックアップツールを使用して、テープドライブ

を動作できます。[管理ツール] プログラムメニューに進んでください。詳しくは、オペレーティ

ングシステムのマニュアルおよびヘルプを参照してください。

ドライバソフトウェアおよび関連ソフトウェアのインストールや設定については、周辺機器の説

明書を参照してください。このオペレーティングシステムで使用する周辺機器の使用方法につい

ては、オペレーティングシステムのマニュアルおよびヘルプを参照してください。

ドライブ文字の変更

複数のハードディスクドライブや CD-ROM ドライブを備えている場合は、システムドライブ文

字の割り当てを変更する必要があります。詳細については、オペレーティングシステムのヘルプ

を参照してください。

ドライブ文字を変更するには

1. システム上で現在動作しているすべてのアプリケーションを終了します。

2. [管理ツール] プログラムメニューの [ディスクアドミニストレータ] を選択します。

3. ハードディスクドライブまたはCD-ROMドライブを選択します。

4. [ツール] メニューの [ドライブ文字の割り当て] をクリックします。
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メモ：現在のドライブまたはロックされているドライブを選択した場合、ドライブ文字の再割り

当てを完了するには、システムを再起動する必要があります。

5. ドライブに割り当てる新しいドライブ文字を一覧から選択します。[OK] をクリックした後、

[はい] をクリックして続行します。

6. 必要ならば、[OK] をクリックした後、[はい] をクリックします。

7. 変更したいドライブ文字ごとに、ステップ2～6を繰り返します。

8. [パーティション] をクリックした後、[終了] をクリックします。必要ならばシステムを再起

動し、ドライブ文字の再割り当てを完了します。

仮想メモリ設定の変更

複数のハードディスクドライブを備えている場合、仮想メモリページファイルのサイズと場所を

変更する必要があります。詳細については、オペレーティングシステムのヘルプを参照してくだ

さい。

ページファイルの設定を変更する前に、以下の点を考慮してください。

• ページファイルのサイズ。システムの RAM 容量が大きい場合は、セットアップで不必要に

大きなページファイルが作成されることがあります。 

• ドライブ文字の再割り当て。ドライブ文字を割り当て直した場合、ページファイルの設定変

更が必要な場合があります。

仮想メモリページファイルのサイズと場所を変更するには、以下の手順に従ってください。

1. オペレーティングシステムのコントロールパネルで [システム] を選択します。

2. [パフォーマンス] で [変更] をクリックします。

3. 一覧から1つドライブ文字をクリックし、[初期サイズ] および [最大サイズ] テキストボック

スに新しい値を入力します。

4. [設定] をクリックします。

5. 一覧にこれ以外のドライブがある場合は、ステップ3～4を繰り返します。

6. [閉じる] をクリックし、[OK] をクリックします。
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7. プロンプトが表示されたら、[はい] をクリックし、新しい設定でシステムを再起動するか、

[いいえ] をクリックして他のタスクを続行し、次回にシステムを再起動したときに新しい設

定が使えるようにします。

SCSIコントローラの設定

このシステムでは、デュアルチャネルSCSIコントローラがシステムボードに搭載されています。

この低電圧差動式 (LVD)コントローラは、システムのハードウェア構成に応じて、内部および外

部の Ultra、Ultra2、Ultra3 SCSI 周辺機器を管理します。コントローラに接続した SCSI 周辺機

器の動作を設定するには、SCSI設定ユーティリティの使用が必要です。 

以下の場合、SCSI周辺機器のSCSIコントローラパラメータを変更する必要があります。

• テクニカルサポートまたはメーカーの説明書が変更を勧める場合。

• SCSIデバイスがコントローラと適合しない場合

• SCSI 装置をシステムに接続するケーブルの最大長を超えた場合。詳細については、第 8 章

「システムのアップグレード」を参照してください。

• Ultra SCSI周辺機器以外をシステムに接続する場合。

SCSI設定ユーティリティを実行するには、以下の操作を行います。

システム起動中にプロンプトが表示されたときに<Ctrl+c>キーを押します。

SCSI設定ユーティリティのオンラインヘルプを表示するには、以下の操作を行います。

<F1>キーを押すと、画面上で反転表示されている項目の情報が表示されます。
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システム修復ディスクの作成またはアップデート

セットアップ中にシステム修復ディスクを作成しなかった場合は、システムのセットアップと設

定を完了した後に行ってください。システム修復ディスクの作成については、オペレーティング

システムのマニュアルとヘルプを参照してください。

システム修復ディスクのファイルを使用して、オペレーティングシステムレジストリおよび標準

オペレーティングシステムドライバソフトウェアの内容を修復することができます。システム修

復ディスクは頻繁に更新してください。システムハードウェアやソフトウェアを追加または変更

した場合は特にこれが必要になります。

BIOSの設定

システムの BIOS (Basic Input/Output System) は、メモリ容量、起動シーケンス、ディスプレ

イタイプなど、システムの基本動作パラメータを記録します。BIOS はフラッシュプログラマブ

ルメモリに記憶され、システムの CMOS (Complementary Metaloxide Semiconductor)メモリ

からシステムパラメータを読み取ります。システムの電源をオフにすると、電池がCMOSメモリ

に電力を供給し、システムのパラメータを保持します。システムに電源を入れるたびに、BIOSは

これらの記憶されたパラメータを用いてシステムを設定し、動作できる状態にします。

BIOS Setup プログラム (これもフラッシュプログラマブルメモリに記憶されています) により、

システムの動作パラメータを手動で変更できます。システムのパワーオンセルフテスト (POST)
中、システムが起動するときに BIOS Setup プログラムを実行できます。BIOS Setup プログラム

と、それを利用して BIOS を設定する方法については、『システムボードガイド』を参照してくだ

さい。

次に行う操作

システムの操作方法の基本的な情報については、第4章「システムの操作」を参照してください。

オペレーティングシステムおよび関連ソフトウェアを再インストールする必要がある場合は、第

8章「システムのアップグレード」を参照してください。
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第4章

4. システムの操作

この章では、システムを操作するために重要な基本事項について説明します。

システム電源の制御

注意：このユニットを修理する際には、AC 電源を切る必要があります。システムから AC 電源

を切るには、AC電源コンセントから電源コードを抜いてください。

システムのベースユニットを AC 電源に接続すると、システムに補助電源が入ります。補助電源

は、必要なときにシステムコンポーネントにすばやく電源が入るようにするものです。

電源ボタンは瞬間接触スイッチで、ボタンを押すとシステムの状態が変わります。システムの現

在の電源状態に応じ、電源ボタンを使ってシステムの起動、シャットダウン、電源を切ることが

できます。
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図4-1 システムの電源ボタンとLED

注意：システムの電源を切る前に、オペレーティングシステムをシャットダウンしてください。

シャットダウンを行わないで電源ボタンを押すと、データの破損や紛失を招きます。まず自動

シャットダウン機能またはオペレーティングシステムのシャットダウンオプションを使用して、

システムをシャットダウンします。詳細については、この節と続く節を参照してください。

システム電源の制御の詳細については、39ページの「自動シャットダウンの使用」を参照してく

ださい。

表4-1 電源ボタン

電源ボタンの操作 機能

瞬間的に (1 秒以下) 押す システムを省電状態からフル電力状態にして、オペレーティングシステム

を起動する。

瞬間的に (1 秒以下) 押す 選択した自動シャットダウンオプションを開始する。

4 秒間以上押したままにする 選択された自動シャットダウンオプションを使用することなく、またはオ

ペレーティングシステムのシャットダウン機能を使用した後に、電源が切

れます。
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システムLEDの読み方

前面プレートにあるLEDは、システムの現在の状態を示します。

自動シャットダウンの使用

Shutdown Utility を用いると、システムで各種の自動シャットダウンオプションが利用できま

す。このユーティリティは、オペレーティングシステムの [スタート] メニューで利用できる以上

のシャットダウンオプションを提供します。

Shutdown Utilityは、[Automatic System Shutdown]ダイアログ画面を表示します。このダイ

アログを使用して、数種の自動シャットダウンオプションから選択できます。また、このダイア

ログを使用して、選択した自動シャットダウンオプションを実行するまでに、システムが待つ時

間を設定することもできます。

表4-2 電源LEDの読み方

電源 LED の状態 意味

消灯 補助電源が切れている (ファンが動いていない) か、システム障害がある (ファンが動いている)

橙 補助電源が入っており、電力消費量が低い状態である

緑色が点滅 補助電源が入っている。システムはオペレーティングシステムによって管理されている

ACPI 準拠の省電状態にあり、電力消費量が低い状態である

緑色が点灯したまま フル電力が入っており、省電はデバイス単位で行う

表4-3 ディスクLEDの読み方

ディスク LED の状態 意味

消灯 システムのディスクドライブがアクティブでない

点滅 システムのディスクドライブがアクティブ

点灯 1 つまたは複数のディスクドライブに問題がある
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Shutdown Utilityを実行するには、以下の手順に従ってください。

1. オペレーティングシステムの [スタート] メニューで、[プログラム]→[Shutdown]→
[Shutdown Program] を選択します。

2. オペレーティングシステムのタスクバートレイにあるシャットダウンのアイコンをダブルク

リックするか、

3. システム動作中に電源ボタンを瞬間的に (1 秒以下) 押します。

Shutdown Utilityを動作すると、[Automatic System Shutdown]ダイアログが表示されます。自

動シャットダウンを設定するには、ダイアログのオプションを選択し、[Apply] をクリックしま

す。ユーティリティの設定が完了したら、[Start Shutdown]をクリックし、自動シャットダウン

を直ちに開始させます。次回にシステムを起動するとき、このユーティリティは選択された設定

を使用します。

デフォルトで、自動シャットダウンは 10 秒の遅延を設定しています。遅延は最大 30 秒まで設定

できます。遅延は少なくとも 5 秒以上に設定し、必要ならば自動シャットダウンを中止する時間

的余裕を与えるようにしてください。

注意：自動シャットダウンを設定するとき、[Power Down the Computer] を使用してシステム

の電源を切ります。[Shutdown the Computer] を使用する場合は、システムの電源を切るため

に、電源ボタンを 4 秒以上押し続ける必要があります。電源ボタンを押す時間を 4 秒以下にする

と、システムは「休止状態」に保たれます。オペレーティングシステムが休止モードに対応して

いない場合は、システムを再起動する前に、一度、コンピュータの電源を切る必要があります。

Shutdown Utilityの詳細については、このユーティリティのヘルプを参照してください

オペレーティングシステムの起動および停止

オペレーティングシステムを起動するには、以下の手順に従ってください。

1. システムをAC電源に接続し、電源ボタンを押してフル電力状態にします。

2. 起動メニューで使用するオペレーティングシステムを選択し、<Enter>キーを押します。
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オペレーティングシステムにログオンするには、以下の手順に従ってください。

1. ログオンダイアログが表示されない場合は、<Ctrl+Alt+Delete>キーを押してこれを表

示します。

2. ユーザアカウントが設定されている場合は、該当フィールドにユーザ名とパスワードを入力

します。 

3. ドメインがあれば、該当フィールドにドメイン名を入力します。

4. [OK]を選択するか、<Enter>キーを押します。

システムのログオフ、再起動、シャットダウン、電源を切断するには、以下の手順に従います。

1. 電源キースイッチを瞬間的に (1 秒以下) 右方向に回します。自動シャットダウンが動作し、

シャットダウンタイマが秒読みを開始します。

2. シャットダウンオプションを1つ選択し、[Start Shutdown]をクリックします。

3. システムの電力を手動で切るオプションを選択した場合は、電源切断を安全に行えることが

プロンプトで表示されてから、電源を切ります。

注意：このユニットを修理する際には、AC 電源を切る必要があります。システムから AC 電源

を切るには、AC電源コンセントから電源コードを抜いてください。

オペレーティングシステムの起動と停止の詳細については、オペレーティングシステムのマニュ

アルとヘルプを参照してください。

操作上の注意

システムを操作する際には、以下の注意事項を守ってください。

• システムを再起動する場合、必ずオペレーティングシステムのコントロールを使用し、電源

スイッチで電源を切ったり入れたりすることは避けてください。電源スイッチの使用は指示

があった場合のみとし、これ以外に再起動する方法がない場合のみに使用します。

• ディスクアクセスLEDが点灯しているとき、ベースユニットの電源は絶対に切らないでくだ

さい。

• ベースユニットの電源を切った後、電源を再び入れる前に少なくとも 30 秒待ってください。

電源装置の状態が安定し、ディスクドライブが回転を停止した状態になります。
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キーボードの使用

システムのPS/2対応キーボードは以下の機能を備えています。

• 104個の標準キー。これは特殊アプリケーションのファンクションキー (F1～F12)、カーソ

ル移動用の矢印キー、テンキーの数字キーを含めたものです。

• Windows オペレーティングシステムで使用する特殊キー。左右のWindowsキー (スペース

バーの右側と左側) を押すと、[スタート] メニューとタスクバーが表示されます。アプリケー

ションキー (スペースバーの右側) を押すと、使用しているアプリケーション専用のポップ

アップメニューが表示されます。

付属のキーボードは下図のものと異なることがあります。

図4-2 システムキーボード
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キーボード上の一部のキーは特殊な機能を備えています。

Windowsキーを別のキーと併用すると、特定のオペレーティングシステム機能を実行できます。 

表4-4 特殊なキーボード機能

キー 機能

Esc 各アプリケーションに固有な機能が割り当てられています。通常は終了に使用します。

Print Scrn 使用中のアプリケーションによって異なりますが、表示された画面を印刷します。

Scroll Lock 画面がスクロールしないようロックします。

Pause 画面のスクロールまたは何らかの動作を一時的に停止します。

Caps Lock すべての文字を大文字にします。

Num Lock テンキーを有効にします。

Ctrl 別のキーと併用し、各アプリケーションに固有な機能を提供します。

Alt 別のキーと併用し、各アプリケーションに固有な機能を提供します。

Delete 文字を削除します。

表4-5 キーの組み合せ

キーの組み合せ 機能

Windows - F1 選択したオブジェクトのポップアップメニューを表示します。

Windows - Tab タスクバー上の次のボタンをアクティブにします。

Windows - e エクスプローラを起動します。

Windows - f ファイル検索を起動します。

Windows - Ctrl -f コンピュータ検索を起動します。

Windows - m すべてのウィンドウを最小化します。

Shift - Windows - m すべてのウィンドウを元に戻します。

Windows - r [ファイル名を指定して実行] ダイアログを表示します。
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マウスの使用

システムの PS/2 対応マウスは、グラフィカルディスプレイ環境で画面上に表示されるポインタ

(カーソル) の移動や位置をコントロールするトラッキングデバイスです。

付属のマウスは下図のものと異なることがあります。

図4-3 システムのマウス

マウスを使用するときには、これがシステムに接続されていることを確かめてください。マウス

は、机の上やマウスパッドなど、汚れのない平坦な場所に置きます。マウスの上に手を軽く乗せ、

それぞれのボタンに指を当て、親指はマウスの側面に添えるようにします。平坦な面の上でマウ

スを移動させ、画面上のポインタを動かします。

マウスを使用して、次のような動作が行えます。

表4-6 マウスの操作

操作 説明

ポイント マウスを移動して、画面上で選択したものを指します。

クリック マウスの左ボタンを 1 度押して離します。

ダブルクリック マウスの左ボタンを続けて 2 度押して離します。

ドラッグ マウスの左ボタンを押し続けながら、マウスを移動します。選択したものを移動先にド

ラッグしたら、ボタンを離します。
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ホイールマウスの使用についての詳細を見るには、タスクバートレイのマウスアイコンを右ク

リックするか、[スタート]→[設定]→[コントロールパネル]→[マウス] を選択して、ツールバーの

[ヘルプ] をクリックします。

フロッピーディスクドライブの使用

システムのフロッピーディスクドライブは3.5インチの外部周辺機器用ベイにあり、ベースユニッ

ト前面の 3.5 インチスロットにフロッピーディスクを出し入れします。このドライブには標準的

な3.5インチの720 KBと1.44 MBのフロッピーディスクが使用できます。

図4-4 フロッピーディスクドライブ

右クリック マウスの右ボタンを 1 度押して離します。

スクロール ホイールマウスで、ホイールを前後させ、アプリケーション内でスクロールします。

表4-6 マウスの操作 （続き）        

操作 説明
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フロッピーディスクドライブを使用する際には以下のガイドラインに従ってください。

• フロッピーディスクを挿入するときは、矢印が上面になるようにして差し込みます。フロッ

ピーディスクがカチッと所定位置にはまり込むまで押すと、イジェクトボタンが出た状態に

なります。

• フロッピーディスクを取り出すときは、ドライブLEDが点灯していないことを確かめます。

• フロッピーディスクを取り出すには、イジェクトボタンを押し、スロットからフロッピーディ

スクをていねいに抜き取ります。

• フロッピーディスク内のデータが上書きされたり、消去されないようにするには、フロッピー

ディスクの端にある書き込み禁止タブを、カチッと音がして所定位置にはまるまでスライド

します。

CD-ROMドライブの使用

システムのCD-ROMドライブは 5.25インチの外部周辺機器用ベイにあり、ベースユニット前面

の 3.5 インチのトレイまたはスロットでディスクを出し入れします。このドライブはディスクの

ソフトウェアイジェクト対応で、外部増幅ヘッドホンジャックを備えています。

図4-5 CD-ROMドライブ
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CD-ROMを使用するには、以下の指示に従ってください。

• CD を挿入するには、イジェクトボタンを押してトレイを出します。ディスクの印刷面を上

にしてトレイに置き、再びイジェクトボタンを押してトレイを中に入れます。

• CD を取り出すには、イジェクトボタンを押し、トレイが完全に出てからディスクをはずし

ます。もう1度イジェクトボタンを押して、トレイを中に入れます。

• オペレーティングシステムに含まれているメディアプレーヤーにより、オーディオ CD で音

楽を聞くこともできます。オーディオ CD の印刷面を上にしてドライブに挿入し、メディア

プレーヤーアプリケーションを起動します。オペレーティングシステムのサウンドコント

ロールプログラムを用いて音量を調整します。 

• ヘッドホンを使用する場合は、ドライブにこれを接続し、音量を調節します。

システム管理ソフトウェアの使用

このシステムは、以下の管理ソフトウェアをインストールした状態で出荷されています。

• ハードウェアモニタは、コンピュータ内のセンサーが測った計装データとのインターフェイ

スです。イベント情報はイベントログに報告され、グラフ表示されます。

• DMI コンソールで、システムのステータスや設定情報に簡単にアクセスできます。DMI コ

ンソールは、コンピュータを効果的に管理するための技術標準である DMI (Desktop
Management Interface)と連動します。

• ECCモニタは、システムのエラー修正コード (ECC)を監視して、問題があった場合はそれを

報告します。

• SMART ディスクドライバ (SMARTDRV) はカーネルレベルのドライバで、ディスクドライ

ブの SMART (セルフモニタリング (Self-Monitoring)、分析 (Analysis)、レポートテクノロ

ジ (Reporting Technology)) をサポートします。

これらのプログラムは、オペレーティングシステムの [スタート] メニューにある [プログラム] を
選択すると表示されます。各プログラムの使用方法については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。
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オペレーティングシステムについて

システムに付属のマニュアルは、オペレーティングシステムの基本機能について説明しています。

オペレーティングシステムのインターフェイスや機能について知りたい場合は、このマニュアル

を参照してください。また、オペレーティングシステムについて詳しく説明されたオンラインヘ

ルプも参照できます。オンラインヘルプを表示するには、[スタート ]メニューの [ヘルプ ]を選択

します。

ハードウェアセキュリティ機能の使用

システムはセキュリティ機能を備えており、権限のない人が内部コンポーネントを無断で取り扱

うことができないようになっています。

• 左側のパネル (ベースユニット正面から見た場合) が外されると、侵入防止アラートスイッチ

がハードウェアモニタと Windows NT イベントログに知らせます。

• 左側のパネル (背面から見た場合) を固定する留め金はベースユニットの背面にあります。

システムコンポーネントのクリーニング

システムコンポーネントは、以下のガイドラインに従ってクリーニングしてください。

表4-7 システムコンポーネントのクリーニング

項目 クリーニング方法

外表面 ベースユニットの外表面およびディスプレイ画面は、マイルドな洗剤でわずかに湿らせた

柔らかい布で拭きます。

キーボード 柔らかい乾燥した布でキーボードの表面を拭きます。キーとキーの間に入ったホコリやゴ

ミは、エアゾールクリーナーで取り除きます。キーボードのクリーニングには絶対に液体

を使用しないでください。

マウス マウスの底面から保持リングとトラッキングボールを外します。開口部に息を静かに吹き

かけてホコリを除きます。アルコールで湿らせた綿棒で、トラッキングボール、および開

口部にあるローラーを拭きます。最後に、トラッキングボールと保持リングを元どおりに

戻します。
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第5章

5. 操作上の問題に対するトラブルシューティング

この章では、システムで一般的に起こる基本的な問題を識別し対処する方法について説明します。

トラブルシューティングを始める前に

システムが正しく機能していない場合は、まず以下のことを行います。

• システムの電源状態、およびシステムがAC電源に正しく接続されていることを確認します。

第1章「ハードウェアのセットアップ」および第4章「システムの操作」を参照してください。

• データケーブルおよび電源ケーブルが、すべての外部周辺機器に正しく接続されていること

を確認します。

• データケーブルおよび電源ケーブルが、すべての内部周辺機器に正しく接続されていること

を確認します。

このトラブルシューティングで問題が解決されない場合、またはトラブルシューティング内で問

い合わせるよう指示している場合は、SGI に直接問い合わせ、指示を受けてください。周辺機器

に問題がある場合は、その周辺機器の説明書のトラブルシューティングの項を参照してください。

この章では、トラブルシューティング手順と問題解決に役立つ情報を記載しました。
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システム電源

システム起動

表5-1 電源が入らない

原因 対処方法

システムがフル電力状態になっていません (電
源LEDが橙色で点灯)。

電源ボタンを押してフル電力状態にしてください。システムがフル電力

状態になると、電源 LED が緑色に点灯します。

システムが「休止」状態から抜け出すことがで

きません。

Shutdown Utility (shutdown) がインストールされていることを確認し

てください。インストールされていない場合は、システムの電源をいっ

たん切り、再び入れます。インストールされている場合は、[Power 
Down the Computer] オプションを使用します。第 4 章および第 6 章を

参照してください。

電源コードが接続されていません。 電源コードが電源コンセントに接続されていることを確かめてください。

AC 電源コンセントに電力が入っていません。 AC 電源コンセントに電気が流れていることを確認します。正しく機能

することが確認できている装置を用いて、そのコンセントをテストして

ください。

内部の電源ケーブルが接続されていません。 ベースユニットを開けて、すべての電源ケーブルが接続されていること

を確認してください。

電源コードに欠陥があります。 電源コードを取り替えてください。

電源装置に欠陥があります。 電源装置を取り替えてください。

表5-2 設定した起動デバイスから起動しない

原因 対処方法

起動シーケンスが正しく設定されていません。 起動シーケンスを変更します。BIOS Setup を実行して起動シーケンスを

変更する方法については、『システムボードガイド』を参照してください。

システムドライブにオペレーティングシステム

がありません。

オペレーティングシステムを再インストールしてください。
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表5-3 ビープ音が鳴り、一連のエラーメッセージが表示される

メッセージ 説明 / 対処方法

Refresh Failure システムボードに不良なメモリリフレッシュ回路があります。DIMM を

取り外して、再び取り付けます。それでも解決しなければ、DIMM を取

り替えます。

Parity Error メモリの最初の 64 KB ブロックにパリティエラーがあります。DIMM を

取り外して、再び取り付けます。それでも解決しなければ、DIMM を取

り替えます。

Base 64 KB Memory Error 最初の 64 KB ブロックでメモリエラーが起こりました。DIMM を取り外

して、再び取り付けます。それでも解決しなければ、DIMM を取り替え

ます。

Timer Not Operational 最初の 64 KB でメモリエラーが発生したか、システムボード上のタイ

マー 1 が機能していません。SGI に連絡し、サポートを受けてください。

Processor Error システムボード上の CPU でエラーが発生しました。SGI に連絡し、サ

ポートを受けてください。

8042 - Gate A20 Failure BIOS はプロテクトモードに切り替えられません。SGI に連絡し、サ

ポートを受けてください。 

Processor Exception Interrupt CPU に例外割り込みが起こりました。SGI に連絡し、サポートを受けて

ください。

Display Memory Read/Write Error サウンドコントローラに欠陥があります。SGI に連絡し、サポートを受

けてください。

ROM Checksum Error ROM チェックサム値が、BIOS でエンコードされた値と一致しません。

SGI に連絡し、サポートを受けてください。

CMOS Shutdown Register Read/Write Error CMOS RAM のシャットダウンレジスタが失敗しました。SGI に連絡し、

サポートを受けてください。

Cache Error/External Cache Bad 外部キャッシュに欠陥があります。SGI に連絡し、サポートを受けてく

ださい。
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表5-4 ドライブA (フロッピーディスクドライブ) または他の起動ドライブから起動できない

原因 対処方法

起動ディスクが破損している、または正しい起

動ユーティリティがありません。

この起動ディスクを、正しく機能することが確認できているものと取り

替えてください。

起動シーケンスで C が A より前に設定されて

いることが考えられます。この場合、オペレー

ティングシステムが C にあれば、コンピュー

タは A からは起動しません。

起動シーケンスを変更します。BIOS Setup を実行して起動シーケンスを

変更する方法については、『システムボードガイド』を参照してください。

BIOS が破損しています。 システムのフラッシュメモリに新しい BIOS を読み込んでください。『シ

ステムボードガイド』を参照してください。

表5-5 フロッピーディスクドライブが認識されない

原因 対処方法

BIOS が正しく設定されていません。 BIOS Setup でフロッピーディスクドライブパラメータを再設定してくだ

さい。BIOS Setup を実行して起動シーケンスを変更する方法について

は、『システムボードガイド』を参照してください。

電源ケーブルまたはデータケーブルが接続され

ていません。

ベースユニットを開けて、電源ケーブルおよびデータケーブルが接続さ

れていることを確かめてください。

表5-6 システムハードディスクドライブが認識されない

原因 対処方法

電源ケーブルまたはデータケーブルが接続され

ていません。

ベースユニットを開けて、電源ケーブルおよびデータケーブルが接続さ

れていることを確かめてください。

設置したハードディスクドライブで SCSI ター

ミネーションが有効になっています。

SCSI ターミネーションを無効にします。ハードディスクドライブの説明

書を参照してください。

ウイルスが原因で、システムがハードディスク

ドライブを認識できません。

Master Boot Record をチェックするウイルススキャンプログラムを実行

してください。プログラムが検出したウイルスをすべてクリアしてくだ

さい。
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ディスプレイ

表5-7 CD-ROMドライブが認識されない

原因 対処方法

電源ケーブルまたはデータケーブルが接続され

ていません。

ベースユニットを開けて、電源ケーブルおよびデータケーブルが接続さ

れていることを確かめてください。

表5-8 メモリの総容量が表示されない

原因 対処方法

1 つまたは複数のメモリモジュールに欠陥があ

ります。

欠陥のあるモジュールが見つかるまでモジュールを取り替えて、欠陥メ

モリモジュールを見つけます。

メモリモジュールが、ソケットに正しくはまっ

ていません。

ソケットにメモリモジュールをはめ直します。

表5-9 I/Oカードのパリティエラーメッセージが表示される

原因 対処方法

欠陥のあるカードが ISA スロットに実装され

ています。

ISA カードを外して、システムを再起動します。

表5-10 システムに電源は入っているが、画面に何も表示されない

原因 対処方法

ディスプレイに電源が入っていません。 ディスプレイの電源を入れてください。

電源コードが接続されていません。 電源コードが電源コンセントに接続されていることを確かめてください。

ビデオケーブルが正しく接続されていません。 ビデオケーブルがディスプレイとシステムのビデオ出力コネクタに接続

されていることを確かめてください。
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オーディオ

ネットワーク

グラフィックスカードがソケットに正しくは

まっていません。

ベースユニットを開けて、グラフィックスカードをはめ直します。

ディスプレイは、選択した解像度に対応してい

ません。

ディスプレイが対応している解像度を選択してください。詳細について

は、グラフィックスカードの説明書を参照してください。

間違ったビデオディスプレイドライバがインス

トールされています。

正しいビデオディスプレイドライバをインストールしてください。詳細

については、グラフィックスカードの説明書を参照してください。

表5-11 サウンドが聞こえない

原因 対処方法

スピーカの音量が低すぎるか、オフになってい

ます。

スピーカの音量を上げてください。

スピーカケーブルが正しく接続されていません。 スピーカケーブルが、システムのライン出力ポートに接続されているこ

とを確かめてください。

ソフトウェア音量コントロールまたはミキサー

プログラムで音量がオフになっています。

ソフトウェア音量コントロールまたはミキサープログラムを開き、音量

を上げてください。

ヘッドホンがシステムにつながっています。 ヘッドホンを外してください。

表5-12 LANで他のシステムに接続できない

原因 対処方法

Ethernet ケーブルが接続されていません。 Ethernet ケーブルが接続されていることを確かめます。ケーブルが正し

く接続されている場合は、ネットワーク管理者に連絡してください。

ネットワークソフトウェアの設定が正しくあり

ません。

オペレーティングシステムのネットワーク設定を再確認するか、ネット

ワーク管理者に連絡してください。

表5-10 システムに電源は入っているが、画面に何も表示されない （続き）        

原因 対処方法
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周辺機器エラー

表5-13 ネットワークプリンタまたはLANのプロッタにプロットできない

原因 対処方法

ネットワークケーブルが接続されていません。 ネットワークケーブルが接続されていることを確かめてください。

プリンタまたはプロッタがシステムに追加され

ていません。

オペレーティングシステムツールを用いてプリンタを追加するか、ネッ

トワーク管理者に通知してください。

プロットノードがシステムを認識しません。 ネットワーク管理者に通知してください。

表5-14 システムの電源が入っているときにCD-ROMドライブのLEDが点灯しない

原因 対処方法

電源ケーブルまたはデータケーブルが接続され

ていません。

ベースユニットを開けて、電源ケーブルおよびデータケーブルが正しく

接続されていることを確かめてください。

表5-15 システムの電源が入っているときにフロッピーディスクドライブのLEDが点灯しない

原因 対処方法

電源ケーブルまたはデータケーブルが接続され

ていません。

ベースユニットを開けて、電源ケーブルおよびデータケーブルが正しく

接続されていることを確かめてください。
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その他のハードウェア

表5-16 「Battery voltage low」メッセージが表示される

原因 対処方法

システムボードのリチウム電池の電圧が低下し

ています。

システムボードのリチウム電池を取り替えてください。

表5-17 システムのBIOS設定情報が消える

原因 対処方法

システムボードのリチウム電池の電圧が低下し

ています。システム起動中に「battery voltage 
low」というメッセージが表示されます。

システムボードのリチウム電池を取り替えてください。

表5-18 DMAバスタイムアウトメッセージが表示される

原因 対処方法

DMA バスロジックエラーが発生しました。 SGI に連絡し、サポートを受けてください。

表5-19 「Invalid configuration information for SLOT XX」というメッセージが表示される

原因 対処方法

システムが正しく設定されておらず、新しい

ISA カードを認識できません。

BIOS Setup を使用して、ISA カードがシステムリソースを利用できるよ

うに設定します。『システムボードガイド』を参照してください。
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第6章

6. オペレーティングシステムの再インストール

この章では、オペレーティングシステムおよび関連ソフトウェアを使用システムにインストール

する基本手順について説明します。システムソフトウェアの再インストールに取りかかる前に、

この章を読み内容を十分ご理解ください。

再インストールを始める前に

オペレーティングシステムの再インストールを始める前に、以下のものを準備してください。

• 第2章「ソフトウェアのセットアップ」で書き留めておいたシステムに関する情報

• MicrosoftのオペレーティングシステムCD、セットアップディスケット、マニュアル

• Microsoft の Service Pack CD (存在する場合)

• システムのドライバ CD、QFE ディスケット (存在する場合)、マニュアル

• 拡張カードや追加の周辺機器に付属のソフトウェアディスケット、ソフトウェアCD、

マニュアル

ドライバソフトウェアを見つける

システムのドライバ CD には、工場出荷時にシステムにインストールされているドライバソフト

ウェア (ドライバ) が収録されています。オペレーティングシステムをインストールする際、ほと

んどのドライバは、まずこのドライバ CD のものを使用してください (ネットワークコントロー

ラドライバおよび SCSI コントローラドライバは例外で、これらはフロッピーディスクからイン

ストールする必要があります)。

システムを受け取った後でドライバのアップデート版をインストールした場合にも、まずドライ

バ CD のデフォルトドライバを用いてオペレーティングシステムを再インストールする必要があ

ります。その後オペレーティングシステムが正しく動作していることを確認した上で、アップデー

ト版を再インストールすることができます。
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インストールしたいドライバがドライバCDにない場合は、オペレーティングシステムCDに入っ

ていることがあります。システムのドライバ CD に入っているドライバは、通常、オペレーティ

ングシステムCDに入っているものより新しいバージョンです。

システムを受け取った後で拡張カードや周辺機器を実装した場合、これらの装置に付属のディス

ケットや CD のドライバを利用できます。インストールの方法については、これらの装置の説明

書を参照してください。

システムのドライバの最新バージョンについては、SGI のオンラインサービスをご覧ください。

新しいバージョンが出ている場合は、これをダウンロードして、システムにインストールできま

す。また、インストールしたバージョンはフロッピーディスクに保存して、再インストールしな

ければならない場合のために保管しておいてください。インストール方法については、ドライバ

に付属のreadme ファイルを参照してください。

オペレーティングシステムのインストール

オペレーティングシステムをインストールするには、オペレーティングシステムのマニュアルの

指示に従います。オペレーティングシステムのセットアップを完了するために必要な情報を以下

に記載します。

オペレーティングシステムのインストール中に、以下の作業を行ってください。

• SCSI コントローラドライバおよびネットワークコントローラドライバの場所を尋ねられた

ら、システムのフロッピーディスクドライブにドライバディスクを挿入し、ディスク上でド

ライバを見つけるよう Setupに指示します。インストールするドライバが入っているフォル

ダを選択する必要がある場合もあります。

• 他のドライバの場所を尋ねられたら、システムの CD-ROM ドライブにシステムのドライバ

CDを挿入し、CD上でドライバを見つけるようSetupに指示します。インストールするドラ

イバが入っているフォルダを選択する必要がある場合もあります

• プロンプトが表示されたら、システム修復ディスクを作成します。

オペレーティングシステムをインストールした後に、以下の作業を行ってください。

• セットアップ中にインストールしなかったドライバを、ドライバCD、フロッピーディスク、

またはその他のソフトウェア CD からインストールします。インストール方法については、

ドライバに付属のreadmeファイルを参照してください。
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• ドライバCDからShutdown Utilityを必ず再インストールしてください。これをインストー

ルしないでシステムの電源ボタンを瞬間的に押した場合、システムが「休止」状態になり、

動作を再開できなくなることがあります。通常の動作に戻すには、システムの電源をいった

ん切ってから、再び入れる必要があります。

• 第3章「システムの設定」の指示に従ってシステムを設定します。

• システムがオペレーティングシステムのService Packを実行していた場合、ドライバとその

他のシステムソフトウェアをインストールした後に、アプリケーションソフトウェア製品を

インストールしてから、Service Packをインストールします。

Service Packソフトウェアをインストールした後で、以下の作業を行ってください。

• システムのQFEソフトウェアがある場合、またはシステム用にQFEソフトウェアの最新バー

ジョンをダウンロードした場合、その QFE ソフトウェアをインストールします。QFE ソフ

トウェアが必要な場合は、システムのドライバCDに入っており、追加のコピーがフロッピー

ディスクにて配布されていることもあります。インストール方法については、ドライバに付

属のreadmeファイルを参照してください。

• Pentium III プロセッサを搭載したシステムでは、Intel のストリーミング SIMD 拡張ドライ

バをインストールします。ストリーミング SIND 拡張ドライバは、システム付属のドライバ

CD、またはWindows NT Service Packソフトウェアの一部として配布されています。この

ドライバの特徴を生かすように設計されたドライバやアプリケーションを使用すると、シス

テムのパフォーマンスを向上することができます。詳細については、ドライバの readme
ファイルを参照してください。

オペレーティングシステムのアップデート

Microsoftの Service Packや Service Releaseには、Microsoftオペレーティングシステム用の最

新の改良点や修正プログラムが入っています。Service PackやService Releaseは、リリース後の

サポートとして Microsoft が作成したものです。これらは Microsoft のオンラインサービスから

無償で入手できます。

注意：Service PackがSGIのオンラインサービスに掲示されている場合は、記載されている指示

に従って使用することが認可されています。SGI のオンラインサービス以外の場所から Service
Packを入手した場合は、このハードウェアでの使用が認可されていない可能性があります。 
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第7章

7. システムコンポーネントの取り扱い

この章では、システムをアップグレードまたは修理する場合に役立つ、主な内部コンポーネント

の取り扱い方法を説明します。

警告 : これは、ユーザがメンテナンスできるシステムです。システムコンポーネントの修理また

はアップグレードを行う場合は、コンポーネントを取り扱うためのマニュアルの操作手順に従い、

怪我をしたりコンポーネントを破損しないように注意して作業してください。

はじめに

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。シス

テム本体を開ける前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

警告 : 内部コンポーネントはかなりの熱をもっていることがあるため、取り扱い前にしばらく冷

却させてください。

警告 : 内部コンポーネントは、静電気によって破損する可能性があります。静電気の放電を防ぐ

ため、静電気防止用リストバンドをシステム本体の金属部分に接続して使用してください。

メモ：システムの「右」と「左」は、システム本体を正面から見て判断したものです。
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静電気放電を防ぐ

ベースユニット内のコンポーネントは刺激に敏感なため、静電気によって破損する場合がありま

す。静電気放電を防ぐには、次の注意事項を守ってください。

• ベースユニットを開ける前に、ベースユニットのAC電源を切ります。

• 内部コンポーネントに触れる前に、ベースユニット本体の金属部分にじかに触れます。

• すべてのプリント回路基板はできるだけ触れないよう端だけをつまんで持ちます。回路基板

上の金の接点には触れないようにしてください。

• 新しい部品は取り付け準備が整うまで、保護パッケージに入れて保管しておきます。 

• システムの修理やアップグレードの際には、使い捨てまたは再使用可能な静電気防止用リス

トバンドを付けて作業してください。使い捨ての静電気防止用リストバンドを使用した場合、

このリストバンドを再使用することはできません。

• 静電気防止用リストバンドとベースユニット本体の金属部分を接続します。再使用可能な静

電気防止用リストバンドのゴムのスリーブにある金属製の導体が直接肌に触れるようにして

ください。
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アクセスポイント

以下の図に、内部の主要コンポーネントを取り扱うときのアクセスポイントを示します。

図7-1 アクセスポイント

上部カバーの取り外しと取り付け

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。シス

テム本体を開ける前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

警告 : システムを動作する前に、ベースユニットを閉じます。これにより、通気が良くなり冷却

されやすくなるため、電磁障害 (EMI)の放出を減らします。

注意：システムが搭載されているラックの固定装置が、しっかり機能していることを確認してく

ださい。
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ベースユニットを開けるには、以下の操作を行います。

1. ハンドルブラケットとラックのマウントレールを固定しているネジを外します。

2. ベースユニットの背面からケーブルをすべて抜きます。

3. ベースユニットを、ラックからロックされるまで引き出します。

4. ベースユニットの背面から、上部カバーとベースユニットを固定しているネジを外します。

5. 上部カバーを後ろにすべらせ、持ち上げて外します。

ベースユニットを閉じるには、以下の操作を行います。

1. 上部カバーを元どおりに戻します。

2. 外して保管しておいたネジで、上部カバーとベースユニットを固定します。

3. ベースユニットをすべらせてラックに入れます。

4. 外して保管しておいたネジで、ベースユニットのハンドルブラケットとラックのマウント

レールを固定します。

5. すべてのケーブルをベースユニットの背面に再び接続します。

前面パネルの開閉

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。前面

パネルを取り外す前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

警告 : システムを動作する前に、前面パネルを閉じます。これにより、通気が良くなって冷却さ

れやすくなります。

前面パネルを開けるには、以下の操作を行います。

1. ベースユニットの背面からケーブルをすべて抜きます。

2. ハンドルブラケットとラックのマウントレールを固定しているネジを外します。

3. ベースユニットを、ラックからロックされるまで引き出します。

4. ハンドルブラケットとベースユニットを固定しているネジを外し、ハンドルブラケットを取

り外します。
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5. 前面パネルとベースユニットを固定している2本のネジをゆるめます。

6. パネルの下部がちょうつがいになっているので、上部を手前に引いて開きます。

前面パネルを閉じるには、以下の操作を行います。

1. 前面パネルを閉じ、ベースユニットに差し込みます。

2. 前面パネルの2本のネジを締めて、パネルとベースユニットを固定します。

3. 外して保管しておいたネジで、ハンドルブラケットとベースユニットを固定します。

4. ベースユニットをラックにすべらせて入れ、ロックされるまで押し込みます。

5. 外して保管しておいたネジで、ハンドルブラケットとラックのマウントレールを固定します。

6. すべてのケーブルをシステムの背面に再び接続します。
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内部のシステムコンポーネント

下図はシステムの内部の主要コンポーネントを示したものです。

図7-2 内部のシステムコンポーネント
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第8章

8. システムのアップグレード

この章では、システムコンポーネントを追加または取り替えて、システムをアップグレードする

方法を説明します。

警告 : これは、ユーザがメンテナンスできるシステムです。システムコンポーネントの修理また

はアップグレードを行う場合は、コンポーネントを取り扱うためのマニュアルの操作手順に従い、

怪我をしたりコンポーネントを破損しないように注意して作業してください。 

はじめに

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。シス

テム本体を開ける前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

警告 : 内部コンポーネントはかなりの熱をもっていることがあるため、取り扱い前にしばらく冷

却させてください。

警告 : 内部コンポーネントは、静電気によって破損する可能性があります。静電気の放電を防ぐ

ため、静電気防止用リストバンドをシステム本体の金属部分に接続して使用してください。

メモ：システムの「右」と「左」は、システム本体を正面から見て判断します。

システムの開き方、静電気の防止法についての詳細は、第 7 章「システムコンポーネントの取り

扱い」を参照してください。 
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拡張カードの追加

システムには、AGP (Accelerated Graphics Port) カード、PCI (Peripheral Component
Interconnect)カード、互換性のないPCIカード、ISA (Industry Standard Architecture)カード、

およびプラグアンドプレイ (PnP) 拡張カードを取り付けできます。これらのカードのタイプの概

要については以下を参照してください。 

• AGPカードは、グラフィックスアクセラレータのための専用AGPインターフェースを使用

するグラフィックスコントローラです。AGPカードには、起動時にリソースデータをシステ

ムに定義する設定レジスタが含まれています。このカードを取り付ける場合は、システムを

手動で設定する必要はありません。システムの BIOS が、起動時にカードを検出し、カード

の設定レジスタからデータを読み取って、必要なシステムリソースを割り当てます。

• PCI カードには、起動時にリソースデータをシステムに定義する設定レジスタが含まれてい

ます。PCI カードを取り付ける場合は、システムを手動で設定する必要はありません。シス

テムのBIOSが、起動時にカードを検出し、カードの設定レジスタからデータを読み取って、

必要なシステムリソースを割り当てます。

• 互換性のないPCIカードには、必要なリソースデータをシステムに自動的に割り当てるため

の設定レジスタが含まれていません。このカードはPCIスロットに取り付けることができま

すが、取り付ける前にシステムの BIOS を設定して、システムリソースを割り当てる必要が

あります。

• プラグアンドプレイ (PnP)機能のない ISAカードには、起動時にリソースデータをシステム

に定義するレジスタが含まれていません。このため、ISA カードを取り付ける前に、システ

ムの BIOS を設定して、カードをシステムに定義する必要があります。これにより、カード

用のシステムリソースが予約されます。

• PnP カードは、PCI カードのように設定レジスタを含む ISA カードです。システムの BIOS
が、取り付け済みのカードを起動時に自動的に検出し、必要なシステムリソースを割り当て

ます。PnPカードは ISAをベースとしているため、ISAスロットにインストールします。

取り付けた各 PCI カードの使用電力は 25 W 未満でなければなりません。PCI カードの許容総電

力は150 Wまでです。 
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拡張カードスロットの識別

システムボードには、7 つの拡張カードスロットがあります。これらはシステムボードの左下に

あります。スロット 7 は共有スロットで、PCI カードまたは ISA カードのいずれかをインストー

ルできます。ただし、2つのカードを同時にインストールすることはできません。

図8-1 拡張カードスロット

以下の事項に注意してください。

• スロット1は、AGP Pro拡張カード用です。

• スロット2、3、4、および7は、33 MHz (5 VまたはUniversal)のPCI拡張カード用です。

• スロット 5および 6は、66 MHz (3.3 VまたはUniversal)のPCI拡張カード用です。これら

のスロットは、必要に応じて33 MHzのPCI拡張カード用として使用できます。

• スロット 7は、PCI/ISAカード用の共有スロットです。このスロットには、ISA拡張カード

または33 MHz (5 VまたはUniversal)のPCI拡張カードのいずれかを取り付けできます。

システムボードの拡張スロットについての詳細は、『システムボードガイド』を参照してください。
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拡張カードのインストール

拡張カードのインストール、設定、ケーブル接続、および動作についての詳細は、拡張カードに

付属している説明書を参照してください。

図8-2 拡張カード

拡張カードのインストールは以下の要領で行います。

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。操作

を開始する前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

1. 上部カバーを取り外します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照してくだ

さい。

2. ベースユニット背面の空いているスロットからブランキングプレートを取り外します。空い

ているスロットがなく、既存の拡張カードを取り替えたい場合の操作手順については、第 9
章「システムの修理」を参照してください。
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注意：空いているスロットには必ずブランキングプレートを取り付け、冷却のため通気を良くし、

電磁障害 (EMI)の放電を減らすようにします。

3. 拡張カードをカードガイドに静かにすべり込ませます。ボードの端にあるコネクタとソケッ

トの位置が正しくそろっていることを確認します。

4. カードがソケットに完全に収まるまで、しっかり均等に押し込みます。

5. 付属の留めネジ (6-32×0.25 の六角頭ネジ) を用いて、カードをカードガイドに固定します。

6. 必要なケーブルを内部または外部コネクタに接続します。

7. 上部カバーを元どおりに戻します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照し

てください。

システムリソースの割り当て

拡張カードによっては、カードに必要なシステムリソースを予約するための設定ディスクが付い

ている場合があります。他の拡張カードにはディスクがないため、設定情報を用いて BIOS を手

動でプログラムする必要があります。

BIOS Setupでシステムリソースを割り当てる方法、および拡張カードのBIOSを設定する方法の

詳細は、『システムボードガイド』を参照してください。

オンボードコントローラを無効にする

オンボードのオーディオ、ネットワーク、またはSCSIコントローラを無効にして、これらの機能

の拡張カードを使用する場合があります。BIOS Setupプログラムを使用して、これらのオンボー

ド機能を無効にできます。

BIOS Setupを使用してオンボードコントローラを無効にする方法の詳細については、『システム

ボードガイド』を参照してください。
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外部SCSI周辺機器の追加

システムには、システムボードに組み込んだデュアルチャネルの低電圧差動 (LVD) SCSI コント

ローラが搭載されています。使用システムの構成に応じて、Ultra、Ultra2、またはUltra3のSCSI
周辺機器を、ベースユニット背面にあるSCSIポートに接続することができます。これらのデバイ

スは、それぞれの転送速度で動作します。SCSI ポートは、SCSI コントローラのチャネル A に接

続します。SCSIポートの位置については、第1章「ハードウェアのセットアップ」を参照してく

ださい。

注意：SCSI ポートに SCSI 周辺機器が接続されていない場合は、このポートにターミネータモ

ジュールを取り付けてください。

SCSIケーブルの選択

個々のSCSIバスでは、バスの種類と、そのバス上で最も高速なデバイスのデータクロック速度に

よってバスの最大長が決まります。これをもとに、外部SCSI周辺機器とシステムを接続するため

に使用するケーブルの最大長を決定することができます。

次の表は、SCSIバスの最大長を示したものです。バスの幅は、バスの最大長には影響しません。

システムのSCSIバスで使用できるケーブルの全長は、以下のケーブル長の合計です。

• 内部アクセスベイ用の SCSI ケーブル – 0.7 m (31 インチ)

• 外部SCSIポート用の SCSI ケーブル – 0.4 m (17 インチ)

• SCSI 内部/外部ケーブル (外部 SCSI ポートケーブルの代替) – 0.8 m (34 インチ) 

• システムと最初の外部デバイス間のSCSIケーブル

表8-1 SCSIバスの最大長

SCSI バス シングルエンドバス ディファレンシャルバス LVD バス

Ultra (8 ビット、20 MB/秒) 1.5 m/4.9 ft 12 m/39.4 ft 12 m/39.4 ft

Wide Ultra (16 ビット、40 MB/秒) 推奨しない 指定なし 12 m/39.4 ft

Ultra2 (16 ビット、80 MB/秒) 推奨しない 指定なし 12 m/39.4 ft

Ultra3 (16 ビット、160 MB/秒) 推奨しない 指定なし 12 m/39.4 ft



外部SCSI周辺機器の追加

007-4328-002JPN 73

• 追加の外部デバイス間のSCSIケーブル

• ケーブルに接続した各デバイス内の SCSI ケーブル – 通常は0.2 m (8インチ) 以下

データの整合性と最適なパフォーマンスを確保するには、以下の操作を行ってください。

• SCSIデバイスとシステム、またSCSIデバイス同士を最短距離のケーブルで接続します。

• 高品質の SCSI ケーブルで、十分なシールドができるようにします (インピーダンス 110～
135 オーム)。

注意：ケーブルを取り扱う際は、できるだけ曲げないようにします。ケーブルを鋭い金属表面と

接触させたり、過度に折り曲げたりねじったりしないようにしてください。特にSCSIケーブルに

結び目ができないように注意してください。

SCSI IDの選択

システム上の個々のSCSIデバイスの IDを識別するには、システムを再起動します。BIOS画面が

表示されたら、SCSIデバイスの一覧を検索し、各デバイスの IDを書き留めておきます。 

デフォルト設定により、SCSI IDがシステムデバイスですでに使用されていることがあります。

• メインシステムディスクドライブには、SCSI ID 0を使用します。

• SCSIコントローラには、SCSI ID 7を使用します。

デバイスのSCSI IDの設定についての詳細は、メーカー提供の説明書を参照してください。

SCSIデバイスの終端

SCSIデバイスとSCSIポートを接続する場合は、以下の点に注意してください。

• SCSI ケーブルチェーンの最後の外部デバイスを終端します。終端にはアクティブなターミ

ネータを使用します。

• その他のSCSIケーブルチェーンのすべての外部デバイスは終端しません。
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SCSIデバイスの接続

外部SCSIデバイスを接続するには、以下の手順に従ってください。

1. システムがAC電源コンセントに接続されていて動作中の場合は、システムを終了し、AC電

源コンセントからシステムの電源コードを抜きます。

2. ターミネータモジュールをシステムの SCSI ポートに接続している場合は、ターミネータモ

ジュールを外します。

3. SCSIケーブルの一方の端とシステムのSCSIポートを接続します。

4. SCSIケーブルのもう一方の端とSCSI周辺機器を接続します。

5. 追加するSCSI周辺機器のSCSIポート間をSCSIケーブルで接続します。

6. 個々の周辺機器の SCSI IDを固有の SCSI ID番号に設定します。システムですでに使用して

いるSCSI ID番号は、ポートやチャネルに使用しないでください。

7. ポートに接続される個々のSCSI周辺機器では、以下のように設定します。

• デバイスがSCSIケーブルチェーンの最後または単独デバイスである場合は、SCSIの
ターミネータを有効にします。

• デバイスがSCSIケーブルチェーンの最後または単独デバイスでない場合は、無効にす

るか、SCSIのターミネータを取り外します。

8. 各周辺機器の電源がOFFになっていることを確認してから、各周辺機器の電源コードをAC
電源コンセントに差し込みます。 

9. 接続しているすべてのSCSI周辺機器の電源を入れ、システムを起動します。

10. 必要に応じてソフトウェアドライバをインストールし、メーカーの操作手順に従って周辺機

器を設定します。

SCSIコントローラまたはデバイス設定の変更

SCSI設定ユーティリティを使用して、組み込んだSCSIコントローラに接続されているSCSI周辺

機器の動作を設定する必要がある場合があります。このユーティリティでは、SCSIコントローラ

の設定、SCSIハードディスクドライブの低レベルフォーマットの実行、起動順の選択、およびメ

ディアの確認を行うことができます。

以下の場合は、デバイスのSCSIコントローラのパラメータを変更してください。

• テクニカルサポートから指示を受けた場合や、SCSIデバイスに付属のメーカーの説明書に記

載されている場合



内部周辺機器の追加

007-4328-002JPN 75

• SCSIデバイスがコントローラと適合しない場合

• SCSIデバイスとシステムとの接続に使用しているケーブルの全長が、推奨の最大長を越える

場合

• Ultra以外のSCSI外部デバイスをシステムに接続した場合

SCSI設定ユーティリティの使用法については、第3章「システムの設定」を参照してください。

内部周辺機器の追加

CD-ROMドライブ、フロッピーディスクドライブ、およびメインシステムディスクドライブは、

ベースユニット本体前面のベイに搭載されています。このベイには、追加のEIDEまたはSCSI周
辺機器を取り付けられます。ベースユニット前面のディスクドライブケージには、追加の SCSI
ディスクドライブを取り付けます。次の表は、周辺機器ベイ内のデバイスについて説明したもの

です。

システムボード上のEIDEコントローラは、内部EIDE周辺機器を管理します。2つのEIDEデバ

イスは、メインおよび補助EIDEチャネルにそれぞれ接続できます。CD-ROMドライブは、マス

タデバイスとしてメインEIDEチャネルに接続します。CD-ROMドライブのケーブルは、いずれ

か 1 つのフロントアクセスデバイスベイにスレーブデバイスとして接続できます。システムに付

属の2つ目のケーブルは、2つのフロントアクセスEIDEデバイスと補助EIDEチャネルを接続す

るために使用します。

システムボードにあるデュアルチャネルの低電圧ディファレンシャル (LVD) SCSI コントローラ

は、内部および外部SCSI周辺機器を管理します。周辺機器ベイ内のSCSIデバイス、および外部

SCSIポートは、SCSIチャネルAに接続し、ディスクドライブケージ内のSCSIディスクドライブ

は、SCSIチャネルBに接続します。Ultra、Ultra2、およびUltra3 SCSI周辺機器は、それぞれの

転送速度で動作します。

表8-2 周辺機器ベイ

位置 アクセス デバイス デバイスサイズ バス

ベイ 1 (最上部) 内部 システムディスクドライブ 5.25 インチ× 1.6 インチ SCSI

ベイ 2 両方 各種 5.25 インチ× 1.6 インチ EIDE (いずれか)、SCSI

ベイ 3 外部 CD-ROM ドライブ 5.25 インチ× 1.6 インチ EIDE

ベイ 4 (底部) 外部 フロッピーディスクドライブ 3.5 インチ× 1.0 インチ 該当なし
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さらに詳細な情報は、以下の資料を参考にしてください。

• 内部周辺機器の取り替えや追加方法については、第 9 章「システムの修理」を参照してくだ

さい。

• 周辺機器の内部ケーブル配線については、第10章「システムのハードウェアおよび仕様」を

参照してください。

• SCSI ID、終端、バス、SCSIコントローラについては、この章の 72ページの「外部 SCSI周
辺機器の追加」を参照してください。

• デバイスの電源とシステムボードへのデータ接続については、『システムボードガイド』を参

照してください。

SCSI ID の設定、ターミネータの有効/無効、必要に応じたデバイスドライバのインストール、そ

の他のドライブの属性を設定するには、メーカーの説明書に記載されている操作手順に従ってく

ださい。

拡張カードに接続する内部周辺機器を取り付ける場合は、メーカーの説明書を参照して拡張カー

ドと必要なケーブルを取り付けてください。 

メモリの増設

システムボード上のDIMM (Dual Inline Memory Module)ソケットにDIMMを追加するか、こ

れを取り替えて、システムメモリを増設することができます。さらに詳細な情報は、以下の資料

を参考にしてください。

• DIMMの追加または取り替え方法については、第9章「システムの修理」を参照してください。 

• DIMM、DIMMソケットの位置、システムメモリ設定については、『システムボードガイド』

を参照してください。
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プロセッサのアップグレード

もう 1 つのプロセッサを追加することによって、単一プロセッサのシステムをアップグレードで

きます。また、より高速なプロセッサが市販されるようになった時点で、使用中のプロセッサを

より高速なプロセッサに取り替え、単一プロセッサまたはデュアルプロセッサ搭載のシステムに

アップグレードすることができます。さらに詳細な情報は、以下の資料を参考にしてください。

• プロセッサの追加または取り替え方法については、第 9 章「システムの修理」を参照してく

ださい。

• プロセッサおよびプロセッサソケットの位置については、『システムボードガイド』を参照し

てください。
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第9章

9. システムの修理

この章では、システムの主要コンポーネントを取り替える方法について説明します。

警告 : これは、ユーザがメンテナンスできるシステムです。システムコンポーネントの修理また

はアップグレードを行う場合は、コンポーネントを取り扱うためのマニュアルの操作手順に従い、

怪我をしたりコンポーネントを破損しないように注意して作業してください。 

はじめに

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。シス

テム本体を開ける前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

警告 : 内部コンポーネントはかなりの熱をもっていることがあるため、温度が下がるまで待って

から、触れるようにしてください。

警告 : 内部コンポーネントは、静電気によって破損する可能性があります。静電防止用のリスト

バンドをシステム本体の金属部に接続して着用し、静電気の放電を回避してください。

メモ：システムの「右」と「左」は、システム本体を正面から見て判断したものです。

システムの開き方、静電気の防止法についての詳細は、第 7 章「システムコンポーネントの取り

扱い」を参照してください。 
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9: システムの修理

ベースユニット本体のコンポーネント

図9-1 ベースユニット本体のコンポーネント

上部カバーの取り替えは以下の要領で行います。 

1. 上部カバーを取り外します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照してくだ

さい。

2. 新しい上部カバーを取り付けます。

前面パネルの取り替えは以下の要領で行います。

1. 前面パネルを開きます。第7章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照してください。

2. 前面パネルの右下と左下にある2つのショルダーボルトを外して、前面パネルを取り外します。

3. 新しい前面パネルの下端をユニットの前面低部にそろえて、外した 2 つのショルダーボルト

を再び取り付けます。

4. 前面パネルを閉じます。第7章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照してください。
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システムディスクドライブ

システムディスクドライブは、周辺機器ベイの再上部の CD-ROM ドライブとフロッピーディス

クドライブの上にあります。

図9-2 システムディスクドライブ

システムディスクドライブを取り替えは、以下の要領で行います。

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。操作

を開始する前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

警告 : 取り外したディスクドライブの取り扱いが悪いと、ディスクドライブのヘッドが損傷する

原因となることがあります。また、損傷が 3 ～ 6 ヶ月間発見されない場合もあります。ディスク

ドライブは慎重に扱い、破損しないように気を付けてください。
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9: システムの修理

1. 上部カバーを取り外します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照してくだ

さい。

2. ディスクドライブから電源ケーブルおよびSCSIケーブルを抜きます。

3. ディスクドライブの両側にある垂直ネジから 4 つのナット (各側 2 つ) を外し、ディスクドラ

イブをベースユニットから持ち上げて外します。

4. ディスクドライブから2つのディスクブラケットを取り外して、そのブラケットを新しいディ

スクドライブに固定します。

5. 新しいディスクドライブをベースユニットに取り付け、外して保管しておいた 4 つのナット

で固定します。

6. ディスクドライブに電源ケーブルおよびSCSIケーブルを接続します。

7. 上部カバーを元どおりに戻します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照し

てください。

周辺機器ベイのデバイス

CD-ROMドライブ、フロッピーディスクドライブ、およびオプションのEIDE または SCSIデバ

イスは、システムディスクドライブの下にある周辺機器ベイに搭載されています。これらのデバ

イスも同様な方法で取り外して交換したり、ベイが空いていればデバイスを追加したりできます。

周辺機器ベイ内のデバイスの追加や取り替えは、以下の要領で行います。

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。操作

を開始する前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

警告 : CD-ROM ドライブは、レーザーを放ち、クラス 1 レーザー製品として分類されています。

レーザー光線を直接受けるのを避け、危険な放射線から身を守るために、CD-ROMドライブのカ

バーを開かないようにしてください。修理が必要な場合は、メーカーにドライブを返送してくだ

さい。
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警告 : ディスクドライブの取り扱いが悪いと、ディスクドライブのヘッドが損傷する原因となる

ことがあります。また、損傷が 3 ～ 6 ヶ月間発見されない場合もあります。ディスクドライブは

慎重に扱い、破損しないように気を付けてください。

1. 上部カバーを取り外して、前面パネルを開きます。第 7 章「システムコンポーネントの取り

扱い」を参照してください。

2. 作業をしやすくするために、リアファンを取り外します。この章の 97 ページの「冷却ファ

ン」を参照してください。

3. フロッピーディスクの取り外しや取り替えを行う場合は、最初に CD-ROM ドライブを取り

外します。

4. ドライブから電源ケーブルおよびデータケーブルを抜きます。

図9-3 デバイストレイのロッキングプレート

5. ロッキングプレートのネジをゆるめます。

6. ロッキングプレートを持ち上げます。

7. 空いているベイにデバイスを追加する場合は、空のデバイストレイをベースユニットの前面

に引き出します。
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8. デバイスを取り外す場合や取り替える場合は、デバイスをベースユニットの前面に引き出し

ます。

図9-4 デバイストレイ

9. 空いているベイにデバイスを追加する場合は、次のいずれかを行います。

• 3.5インチ×1.0インチのデバイスの場合は、トレイ内の装着ブラケットに両側からネジ

で固定します。デバイスの電源コネクタおよびデータコネクタがトレイの空いているほ

うを向くように取り付けてください。

• 5.25 インチ×1.6 インチのデバイスまたはフロッピーディスクドライブの場合は、トレ

イの両側にある 2 つの装着ガイドを取り外して、それをデバイスの両側にネジで固定し

ます。ノッチのあるほうのガイドをデバイスの左側 (正面から見て) に取り付けてくだ

さい。

10. デバイスの取り外しや取り替えの場合は、古いデバイスから装着ガイドを取り外して、それ

を新しいデバイスに同じネジで固定します。ノッチのあるほうのガイドをデバイスの左側 (正
面から見て) に取り付けてください。

11. 新しいデバイスのデバイス IDを設定し、必要に応じてその他の設定を行います。詳細につい

ては、デバイスに貼ってあるラベルを参照してください。

12. ロッキングプレートを持ち上げます。



周辺機器ベイのデバイス

007-4328-002JPN 85

13. トレイ上のデバイス、または装着ガイドを取り付けたデバイスを、ベースユニットにスライ

ドさせて入れます。

図9-5 デバイストレイの挿入

14. 左側の装着ガイドの前面の溝を、ロッキングプレートのタブに合わせます。

15. ロッキングプレートを下げます。

16. ロッキングプレートのネジを締めます。

17. デバイスに電源およびデータケーブルを接続します。

18. フロッピーディスクの取り外しや取り替えの場合は、CD-ROMドライブを元どおりに戻し

ます。

19. リアファンを元どおりに戻します。この章の97ページの「冷却ファン」を参照してください。

20. 上部カバーを元どおりに戻して、前面パネルを閉じます。第 7 章「システムコンポーネント

の取り扱い」を参照してください。
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ディスクドライブケージのデバイス

ベースユニットの前面にあるディスクドライブケージには、3.5 インチ× 1.0 インチの SCSI ディ

スクドライブを最大 4 台まで搭載できます。ディスクドライブの追加、取り外し、または取り替

えを行う場合は、最初にディスクドライブケージを取り外す必要があります。

ディスクドライブケージ内のディスクドライブの追加、取り外し、または取り替えは、以下の要

領で行います。

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。操作

を開始する前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

警告 : ディスクドライブの取り扱いが悪いと、ディスクドライブのヘッドが損傷する原因となる

ことがあります。また、損傷が 3 ～ 6 ヶ月間発見されない場合もあります。ディスクドライブは

慎重に扱い、破損しないように気を付けてください。

1. 上部カバーを取り外して、前面パネルを開きます。第 7 章「システムコンポーネントの取り

扱い」を参照してください。

2. ディスクドライブケージとベースユニット本体を固定しているネジを外します。次の図を参

照してください。
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図9-6 搭載されているディスクドライブケージ

3. ケージをベースユニットの前面から半分引き出します。

4. 搭載されているすべてのディスクドライブから、電源ケーブルおよびデータケーブルを抜き

ます。後でまた接続するときのために、各ケーブルの接続先を書き留めておきます。

5. ケージをベースユニットの前面から完全に引き出します。



88 007-4328-002JPN

9: システムの修理

図9-7 ディスクドライブケージ

6. ディスクドライブの取り外しまたは取り替えの場合は、ドライブとケージを固定しているネ

ジを外して、ドライブをケージから取り外します。

7. ディスクドライブを追加または再び取り付ける場合は、ドライブをケージに挿入して、上下

をネジで固定します。ドライブの電源コネクタおよびデータコネクタがケージの空いている

ほうを向くように取り付けてください。

8. 新しいドライブのデバイス IDを設定し、必要に応じてその他の設定を行います。詳細につい

ては、ドライブに貼ってあるラベルを参照してください。

9. ケージをベースユニットに半分戻します。

10. 搭載されているすべてのディスクドライブに、電源ケーブルおよびデータケーブルを接続し

ます。

11. ケージをベースユニットに完全に戻します。

12. 外して保管しておいたネジで、ケージとベースユニットを固定します。

13. 上部カバーを元どおりに戻して、前面パネルを閉じます。第 7 章「システムコンポーネント

の取り扱い」を参照してください。
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拡張カード

システムボードには、グラフィックスコントローラカードなどの拡張カードが装着されているソ

ケットが備わっています。拡張カードとそのソケットについての詳細は、第8章「システムのアッ

プグレード」および『システムボードガイド』を参照してください。

拡張カードの破損や、保証が無効になることを防ぐため、以下の注意事項を守ってください。

• 拡張カードを取り扱う際には、カードの端部分のみを持ちます。金属の接続部分には触れな

いでください。

• 拡張カードを曲げたり、ねじったり、落としたりしないように注意して扱います。

• 拡張カードを濡らしたり、極度の高温または低温の場所に放置しないでください。

• 取り付けの準備が整うまでは、静電気防止パッケージからコンポーネントを取り出さないで

ください。

拡張カードの取り替えは以下の要領で行います。

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。操作

を開始する前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

1. 上部カバーを取り外します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照してくだ

さい。

2. 拡張カードから外部および内部ケーブルをすべて抜きます。

3. カードとカードガイドを固定しているネジを外して保管しておきます。

4. ソケットからカードをまっすぐに引き出し、静電気のない表面に置きます。
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図9-8 搭載されている拡張カード

5. 静電気防止パッケージから新しいカードを取り出し、それを古いカードを取り外したソケッ

トにはめ込みます。新しいカードがしっかり固定されるまでソケットに押し込みます。

6. 外して保管しておいた固定ネジ (6-32×0.25 の六角頭ネジ) で、新しいカードとカードガイド

を固定します。

7. 新しいカードに内部および外部ケーブルを接続します。

8. 上部カバーを元どおりに戻します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照し

てください。

メモリモジュール

システムボードには、8つのDIMM (Dual Inline Memory Module)用のソケットがあります。

DIMMに損傷を与えてその保証が無効になることがないように、次の注意事項をお守りください。

• 金属の接続部分には触れないでください。
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• DIMMを曲げたり、ねじったり、落としたりしないように注意して扱います。

• DIMMを濡らしたり、極度な高温または低温の場所に放置しないでください。

• 取り付けの準備が整うまでは、静電気防止パッケージからコンポーネントを取り出さないで

ください。

図9-9 DIMM (Dual Inline Memory Module)

DIMMの取り替えは以下の要領で行います。

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。操作

を開始する前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

1. DIMM を取り替える場合は、DIMM ソケットの解除タブをそれぞれ外に向かって押して外

し、DIMMの上端を持ってソケットから引き出します。

2. 静電気防止パッケージから新しい DIMM を取り出します。DIMM に金めっきのソケット接

触部分と一致する金めっきフィンガーがあり、DIMM のスロットキーと DIMM ソケットの

スロットキーが一致することを確認します。

3. ノッチがソケットのキーと一致するようにDIMMの向きを設定します。

4. 解除タブが所定の位置に収まるまでDIMMを静かにまっすぐ押し下げます。

5. システムを再起動して、BIOSで新しいメモリを検出させます。

DIMM、DIMM ソケット、およびシステムメモリ設定についての詳細は『システムボードガイ

ド』を参照してください。
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プロセッサバスターミネータ

単一プロセッサ搭載のシステムでは、システムボード上の予備プロセッサ用のスロットにプロ

セッサバスターミネータが備わっています。このモジュールはプロセッサバスを正しく終端させ

るもので、これがないとシステムは機能しません。2 つ目のプロセッサを追加する場合は、この

プロセッサバスターミネータを取り外し、そこに新しいプロセッサを入れます。

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。操作

を開始する前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

プロセッサバスターミネータの取り外しは、以下の要領で行います。

1. 上部カバーを取り外します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照してくだ

さい。

2. プロセッサスロットからターミネータカードを静かに引き出します。

3. 上部カバーを元どおりに戻します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照し

てください。

プロセッサバスターミネータについての詳細は『システムボードガイド』を参照してください。

プロセッサモジュール

システムボードには、2 つのプロセッサモジュール用のソケットがあります。各プロセッサモ

ジュールは、システムボードに固定クリップで固定されています。

プロセッサモジュールの取り替えは以下の要領で行います。

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続され、電源装置がオンの間は常にON状態になって

います。システム本体を開ける前に、両方の電源装置をオフにします。

1. 固定クリップ上のロッキングタブを外に向かって押し、固定クリップとスロットからプロ

セッサモジュールを引き出します。

2. 静電気防止パッケージから新しいプロセッサを取り出し、それを固定クリップとスロットの

位置に合わせます。プロセッサモジュールには、一方向にしか取り付けられないように設計

されています。
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3. プロセッサモジュールがスロットにはまり、固定クリップのロッキングタブが所定位置にカ

チッとはまるまで、プロセッサモジュールを押し込みます。

プロセッサおよびプロセッサソケットの位置についての詳細は『システムボードガイド』を参照

してください。

電源装置

警告 : 電源装置内には、ユーザが取り扱うことができるような部品はありません。修理が必要な

場合は、メーカーに電源装置を返送してください。

電源装置はベースユニット本体の上部に位置し、本体の背面に固定されています。電源装置の技

術情報については、第10章「システムのハードウェアおよび仕様」を参照してください。

図9-10 電源装置
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電源装置の取り替えは、以下の要領で行います。

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。操作

を開始する前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

1. 上部カバーを取り外します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照してくだ

さい。

2. ベースユニット本体の背面にあるAC電源ソケットからAC電源コードを抜きます。

3. すべての内部周辺機器およびシステムボードから電源ケーブルをすべて抜きます。電源ケー

ブルの接続先を書き留めておきます。

4. 電源装置とベースユニット本体の背面を固定しているネジを外し、保管しておきます。

注意：ネジを外すときに、電源装置を持って支えてください。電源装置を落とさないようにして

ください。破損の原因となります。

表9-1 電源ケーブルの接続

ケーブル 接続先

P1 および P2 システムボード上の ATX 電源コネクタ

P3 ～ P8 CD-ROM ドライブ、ディスクドライブ、およびその他の周辺機器

P9 フロッピーディスクドライブ
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図9-11 電源装置の装着ネジ

5. ベースユニット本体から電源装置を取り外します。

図9-12 電源装置の装着プレート
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6. 装着プレートと電源装置を固定しているネジを外して保管しておきます。

7. 同じネジを使用して、新しい電源装置を装着プレートに取り付けます。

8. 新しい電源装置と装着プレートをベースユニットに配置し、外して保管しておいたネジで固

定します。

注意：装着プレートをネジで固定するときに、電源装置を持って支えてください。電源装置を落

とさないようにしてください。破損の原因となります。

図9-13 AC電源

9. ベースユニットの背面にある電源装置の AC 電圧選択スイッチが、設置する場所に適切な線

間電圧に設定されていることを確認します。

• 設置場所で使用する電圧が90～135 Vの場合は、115という数値が見えるようにします。

• 設置場所で使用する電圧が180～264 Vの場合は、230という数値が見えるようにします。 

警告 : 電源装置のAC電圧選択スイッチを正しく設定しておかないと、システムをAC電源に接続

したときにコンポーネントを破損することがあります。
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10. 電源ケーブルをシステムボードと内部デバイスに接続します。

11. 電源ケーブルを、ユニットベース本体の背面にあるAC電源コンセントに接続します。

12. 上部カバーを元どおりに戻します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照し

てください。

さらに詳細な情報は、以下の資料を参考にしてください。

• システム電源の制御については、第4章「システムの操作」を参照してください。

• 電源装置については、第10章「システムのハードウェアおよび仕様」を参照してください。

冷却ファン

周辺機器ベイの後ろに取り付けられているリアファンと、ディスクドライブケージの後ろに取り

付けられている 2 つのフロントファンで通気を良くして、ベースユニット内のシステムコンポー

ネントを冷却することができます。 

注意：システムコンポーネント冷却用の適切な通気を維持するために、新しいファンを取り付ける

際には、ファンモータ上のラベルがベースユニットの背面側を向くようにしてください。

リアファンの取り替えは、以下の要領で行います。

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。操作

を開始する前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

1. 上部カバーを取り外します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照してくだ

さい。

2. システムボードのコネクタからファンのケーブルを抜きます。

3. 装着プレートとベースユニットを固定しているネジを外して保管しておきます。次の図を参

照してください。

4. ファンの装着プレートのネジをゆるめます。
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図9-14 リアファン

5. 装着プレート上のファンの位置 (プロセッサに近いほうの側) を書きとめておきます。装着プ

レートを持ってファンを静かに引き上げ、装着プレートとファンをベースユニットから外し

ます。

6. ファンと装着プレートを固定しているネジを外して保管しておきます。

7. 新しいファンの通気方向を示す矢印が正しい方向を向いていることを確認してから、外して

保管しておいたネジを使用して新しいファンを装着プレートに取り付けます。 

8. 装着プレートの下端にあるタブをベースユニット内の溝に合わせて、装着プレートをベース

ユニットに挿入します。

9. ファンの装着プレートのネジを締めます。

10. 装着プレートとベースユニットを固定するネジを締めます。

11. 新しいファンのケーブルをシステムボードのコネクタに接続します。

12. 上部カバーを元どおりに戻します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照し

てください。
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図9-15 フロントファン

フロントファンの取り替えは、以下の要領で行います。

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。操作

を開始する前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

1. 上部カバーを取り外します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照してくだ

さい。

2. システムボードのコネクタからファンのケーブルを抜きます。

3. ファンと隔壁を固定しているスナップリベットを外します。

4. ファンケージの下から電源ケーブルおよびコネクタを慎重に抜きながら、ファンをファン

ケージから引き出します。

5. 新しいファンの電源ケーブルおよびコネクタをファンケージの下を通して配線し、新しい

ファンをケージ内に降ろします。

6. 外して保管しておいたスナップリベットで、新しいファンを隔壁に固定します。

7. ファンのケーブルをシステムボードのコネクタに接続します。

8. 上部カバーを元どおりに戻します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照し

てください。



100 007-4328-002JPN

9: システムの修理

プロセッサ領域の冷却ファン

2 つのプロセッサの間に取り付けられている小さなファンは、システムボード上のこの領域にあ

るコンポーネントを冷却します。

図9-16 プロセッサ領域の冷却ファン

プロセッサ領域の冷却ファンの取り替えは、以下の要領で行います。

1. システムボードのコネクタからファンのケーブルを抜きます。

2. ファンとファンブラケットを固定しているネジを外して、ファンを取り外します。

3. 外して保管しておいたネジで、新しいファンをファンブラケットに固定します。

4. ファンのケーブルをシステムボードのコネクタに接続します。
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注意：ファンブラケットを 2 つのプロセッサ固定クリップに取り付けているナットは、プロセッ

サ固定クリップをシステムボードに取り付けているナットと同じものです。ファンブラケットを

取り外した場合、元に戻すときは、固定クリップとシステムボードの間ではなく、必ず固定クリッ

プとナットの間に取り付けてください。

システムボード

必要に応じて、この章で前述した操作手順を参照してください。コネクタおよびソケットの位置

については『システムボードガイド』を参照してください。

図9-17 システムボード

使用中のシステムボードの取り外しは、以下の要領で行います。

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。操作

を開始する前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。
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9: システムの修理

1. 上部カバーを取り外します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照してくだ

さい。

2. すべてのケーブルがシステムボードのどこに接続しているかを書き留めてから、各ケーブル

をシステムボードから外します。

3. 拡張カードの取り付け先を書き留めてから、各カードを取り外し、静電気のない場所に置き

ます。

4. DIMM、プロセッサモジュール、およびプロセッサバスターミネータカード (搭載されてい

る場合) を取り外し、それらを静電気のない場所に置きます。

5. プロセッサ固定クリップからナットを外した後、システムボードからクリップを外します。

6. システムボードから13本のネジを外します。

7. システムボードをベースユニットから持ち上げ、静電気のない表面に置きます。

新しいシステムボードの取り付けは、以下の要領で行います。

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。操作

を開始する前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

1. 新しいシステムボードを取り付ける前に、電源スイッチ/LED ケーブルをコネクタ J24 に接

続します。

2. 新しいシステムボードの前面の端をまずベースユニットに置き、次に背面の端をベースユ

ニットに下げます。すべての取付けの穴とその対応部分が合うまで、システムボードをユニッ

トベースの背面にスライドさせます。

3. 外して保管しておいた13本のネジで、新しいシステムボードとベースユニットを固定します。

4. 外して保管しておいたナットで、プロセッサ固定クリップとシステムボードを固定します。

5. DIMM、プロセッサ、およびプロセッサバスターミネータカード (必要な場合) を、適切なソ

ケットに戻します。

6. 拡張カードを適切な拡張カードソケットに戻します。

7. 残りのケーブルをシステムボードに再び接続します。

8. 上部カバーを元どおりに戻します。第 7 章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照し

てください。
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CMOS/クロックリチウムバッテリ

CMOS/ クロックリチウムバッテリは、最も下の拡張カードスロットの隣のシステムボード底部

にあります。バッテリは、取り付けられた拡張カードによって隠れていることがあります。

図9-18 CMOS/クロックリチウムバッテリ

バッテリを交換すると、CMOS メモリに格納されている動作パラメータを失うことになります。

このため、BIOSパラメータ設定が消えます。バッテリを交換した後は、日時をリセットし、BIOS
を再設定してください。

バッテリの交換とBIOS SetupによるBIOSの設定については『システムボードガイド』を参照し

てください。
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9: システムの修理

スイッチとLED

電源スイッチとLEDは、ベースユニットの前面パネルの後ろに取り付けられています。コネクタ

およびソケットの場所については『システムボードガイド』を参照してください。

図9-19 電源スイッチ/LEDブラケット

電源スイッチとシステムLEDの取り替えは、以下の要領で行います。

警告 : システムは、AC電源コンセントに接続されている間は常にON状態になっています。操作

を開始する前に、AC電源コンセントからシステムの電源コードを抜いてください。

1. 前面パネルを開きます。第7章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照してください。

2. システムボードから電源スイッチケーブルまたはシステム LED ケーブル (取り替える対象

に応じて) を抜きます。

3. スイッチ/LED ブラケットとベースユニットを固定している 2 本のネジを外します。

4. ブラケットをベースユニットから静かに引き出します。ケーブルをベースユニットの端にこ

すらないように注意してください。

5. 電源スイッチを取り替える場合は、スイッチとブラケットを固定しているネジを外して、ス

イッチがブラケットから外れるまでスイッチを回します。
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6. LEDを取り替える場合は、クリップを静かに広げて、LEDをブラケットから押し出します。

7. 電源スイッチを取り替える場合は、新しいスイッチをブラケットに挿入して回し、外して保

管しておいたネジでスイッチをブラケットに固定します。

8. LEDを取り替える場合は、新しいLEDをブラケットのクリップに押し込みます。

9. 周辺機器ベイの下からケーブルを通し、リアファン装着ブラケットの開口部を通してシステ

ムボードに接続します。

10. ケーブルをシステムボードに接続します。

11. ブラケットをベースユニットに元どおりに戻し、外して保管しておいたネジで固定します。

ケーブルをベースユニットの端にこすらないように注意してください。

12. 前面パネルを閉じます。第7章「システムコンポーネントの取り扱い」を参照してください。





007-4328-002JPN 107

第10章

10. システムのハードウェアおよび仕様

この章では、システムのハードウェアおよび仕様について説明します。

この章には、システムボードについての詳細は記載していません。システムボード、システムボー

ドを構成するコンポーネント、BIOS、メモリ、スロットとソケット、ジャンパとコネクタ、ポー

トについての詳細は、システムに付属の『システムボードガイド』を参照してください。

機能図

次の図は、ベースユニットのコンポーネントの電源およびデータ信号を示したものです。
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図10-1 電源およびデータ信号の図
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内部周辺ケーブル

以下の節では、内部周辺機器へのEIDEおよびSCSIケーブルの経路と接続を表示し、システムで

使用される標準およびオプションのケーブルについて説明します。システムボード上のバスコネ

クタの詳細情報および位置については、『システムボードガイド』を参照してください。

注意：ケーブルを取り扱う際は、できるだけ曲げないようにします。ケーブルを鋭い金属表面と

接触させたり、過度に折り曲げたりねじったりしないようにしてください。特にSCSIケーブルに

結び目ができないように注意してください。

EIDEケーブル配線

取り付けたEIDEケーブルは、メインEIDEチャネルをCD-ROMドライブと別のフロントアクセ

ス周辺機器に接続します。もう1つのEIDEケーブルは、補助EIDEチャネルを2つのフロントア

クセス周辺機器に接続することができます。このケーブルはシステムに付属していますが、取り

付けられていません。

図10-2 EIDEケーブル
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SCSIケーブル配線

システムにおけるSCSIケーブル配線は以下のとおりです。

• SCSIケーブルで、オンボードSCSIコントローラのチャネルAを、周辺機器ベイ内のSCSIデ
バイスとベースユニットの背面の外部ポートに接続します。

警告 : 火災や感電を防止するため、外部SCSIポートとSCSIチャネルBを接続しないようにして

ください。外部SCSIポートにはSCSIチャネルAのみを接続してください。

• ケーブルで、オンボードSCSIコントローラのチャネルBをディスクドライブケージ内のSCSI
ディスクドライブに接続します。

図10-3 SCSIケーブル
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フロッピーディスクドライブケーブル

図10-4 フロッピーディスクドライブケーブル

EIDEデバイスケーブル

図10-5 EIDEデバイスケーブル

表10-1 フロッピーディスクドライブケーブル

コネクタ 接続先

1 システムボード上のフロッピーディスクドライブコントローラ

2 フロッピーディスクドライブ

表10-2 EIDEデバイスケーブル

コネクタ 接続先

1 システムボード上の EIDE コネクタ

2 EIDE CD-ROM ドライブ

3 EIDE デバイス (オプション)



112 007-4328-002JPN

SCSIディスクドライブケージケーブル

図10-6 SCSIディスクドライブケージケーブル

SCSI周辺機器ベイ /外部ポートケーブル

図10-7 SCSI 周辺機器ベイ/外部ポートケーブル

表10-3 SCSIディスクドライブケージケーブル

コネクタ 接続先

1 システムボード上の SCSI チャネル B コネクタ

2 ディスクドライブケージ内の SCSI デバイス

3 ディスクドライブケージ内の SCSI デバイス

4 ディスクドライブケージ内の SCSI デバイス

5 ディスクドライブケージ内の SCSI デバイス

6 SCSI ターミネータモジュール

表10-4 SCSI 周辺機器ベイ/外部ポートケーブル

コネクタ 接続先

1 システムボード上の SCSI チャネル A コネクタ

2 周辺機器ベイ内の SCSI ディスクドライブ
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電源装置とケーブル

400 Wの電源装置には、国内または海外用の115 VAC (90-132 VAC)範囲または230 VAC (180-264
VAC) 範囲のいずれかに切り替えるための手動スイッチが付いています。入力周波数は、47-63
Hzの単相です。入力電流は、115 VAC範囲で最大8A、230 VAC範囲で4Aです。電源装置の最

低効率は、最大出力負荷で70 %です。電源装置は、システム内の通気をさらによくするために、

ファンのあるケース内に取り付けられています。

この電源装置におけるDC出力仕様は以下のとおりです。

1. スタンバイ用の+5.0 VDC出力電圧は常にON状態になっています。

2. 最大+5.0 Vと+3.3 Vを合わせた電力は300 Wです。

電源装置は、システムボード上の J1および J2に接続するP1およびP2の2つの電源ケーブルを備

えています。

電源装置には、6つの周辺機器電源ケーブル (P3～P8)と1つのフロッピーディスクドライブ電源

ケーブル (P9)があります。これらのケーブルは、以下のデイジーチェーンの接続方法で電源装置

に直列に接続します。

電源装置 → P3 → P4

電源装置 → P5 → P6

3 使用しない

4 使用しない

5 使用しない

6 ベースユニット本体の背面にある SCSI ポート

表10-5 400 Wの電源装置におけるDC出力仕様

出力 → 1 2 3 4 5 61

公称出力電圧 (VDC) +5.02 +3.32 +12.0 -12.0 -5.0 +5.0

許容電流定格 (ADC) 40 40 15 0.5 0.5 1.5

表10-4 SCSI 周辺機器ベイ/外部ポートケーブル （続き）        

コネクタ 接続先
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電源装置 → P7 → P8 → P9

* + Sense

.

表10-6 P1コネクタピン配列

ピン 信号 ピン 信号 ピン 信号 ピン 信号

1 +3.3 V 6 +5.0 V 11 +3.3 V * 16 Ground

2 +3.3 V 7 Ground 12 -12.0 V 17 Ground

3 Ground 8 Power Good 13 Ground 18 -5.0 V

4 +5.0 V * 9 5.0 V Standby 14 Remote On 19 +5.0 V

5 Ground 10 +12.0 V 15 Ground 20 +5.0 V

表10-7 P2コネクタピン配列

ピン 信号 ピン 信号 ピン 信号 ピン 信号

1 +3.3 V 6 NC 11 NC 16 NC

2 NC 7 Ground 12 NC 17 Ground

3 Ground 8 NC 13 NC 18 NC

4 NC 9 NC 14 NC 19 NC

5 NC 10 +12.0 V 15 NC 20 +5.0 V

表10-8 P3～P8コネクタピン配列

ピン 信号 ピン 信号

1 +12.0 V 3 Ground

2 Ground 4 +5.0 V
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.

冷却ファン

システムには、システムボード上の回路設計によって制御される、12 V DC冷却ファンが3つあ

ります。周辺機器ベイの後ろに取り付けられている92 mm (50 cfm)のファンと、ディスクドライ

ブケージの後ろに取り付けられている119 mm (77 cfm)の2つのファンで通気を良くして、ベー

スユニット本体内のシステムコンポーネントを冷却することができます。これらのファンは、冷

却された空気を本体内に送り込み、暖まった空気を外へ排出します。

本体冷却ファンは、現場で取り替え可能です。本体冷却ファンの取り替えについての詳細は、第

9章「システムの修理」を参照してください。

電源装置には専用の冷却ファンが取り付けられています。電源装置ファンは、現場で取り替える

ことはできません。電源装置ファンを取り替える必要がある場合は、電源装置自体を取り替えて

ください。電源装置の取り替えについての詳細は、第9章「システムの修理」を参照してください。

ハードウェア監視とパワーマネージメント

システムには、高度なハードウェアの監視機能とパワーマネージメント機能が備わっています。

これらの機能は、省エネルギー、システム寿命の延長、リモートシステムウェイクアップなどに

役立ちます。

ハードウェアモニタソフトウェアと併用すれば、システムの電圧、コンポーネントおよび本体の

温度、ファンの有無および動作などを記録することができます。システムで監視できる項目につ

いての詳細は、『システムボードガイド』とハードウェアモニタヘルプを参照してください。

表10-9 P9コネクタピン配列

ピン 信号 ピン 信号

1 +5.0 V 3 Ground

2 Ground 4 +12.0 V
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システム設定の概要

システムボードとそのコンポーネントについての詳細は、『システムボードガイド』を参照してく

ださい。

表10-10 システム設定の概要

機能 説明

プロセッサ Intel SC242 (Slot 1) (x1 または x2)

プロセッサバス 133 MHz、64 ビット

メモリモジュール DIMM (Dual Inline Memory Module)

メモリスタイル 168 ピン式 DIMM、10 ns、3.3 V、レジスタ/バッファ機能付き、72ビット (ECC)

メモリタイプ SDRAM (Synchronous Dynamic Random Access Memory)

メモリバス 133 MHz、128 ビット

メモリサイズ 最小 256 MB、最大 6 GB

メモリ拡張 256 MB、512 MB、または 1,024 MB の増分拡張

グラフィックス AGP または PCI 拡張カード

オーディオ Creative AudioPCI コントローラ (システムボード上)

SCSI LSI デュアルチャネル LVD Ultra3 SCSI コントローラ (システムボード上)

ネットワーク Intel 10/100 Mbps Ethernet アダプタ (システムボード上)

ディスクドライブ LVD Ultra3 SCSI

CD-ROM ドライブ 40X 以上の EIDE ATAPI 互換

キーボード Windows 95/98 互換 PS/2

マウス 2 つのボタン、ホイール付き

拡張スロット フルレングス AGP Pro カード (x1)

Fast/Wide PCI カード (66 MHz、64 ビット、3.3 V/Universal) (x2)

Wide PCI カード (33 MHz、64 ビット、5 V/Universal) (x4)

フルレングス ISA カード (1 つの Wide PCI スロットと共有) (x1)

周辺機器ベイ システムディスクドライブ用の 3.5 インチ×1.6 インチ内部ベイ (x1)

周辺機器用の 5.25 インチ×1.6 インチ内部/外部ベイ (x1)

CD-ROM ドライブ用の 5.25 インチ×1.6 インチ外部ベイ (x1)

フロッピーディスクドライブ用の 3.5 インチ×1.0 インチ外部ベイ (x1)

ディスクドライブケージ LVD SCSI ディスクドライブ (最大 4 つまで)
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システム仕様

I/O ポート PS/2 マウス (x1) と PS/2 キーボード (x1) – 6 ピン式 mini-DIM

パラレル (LPT) (x1)、EPP/ECP – 25 ピン式 DB25

シリアル (COM) (x2) – 9 ピン式 DB9

USB (Universal Serial Bus) (x2) – 12 MB/秒

SCSI (x1) – Ultra3

ビデオ – SVGA、その他はコントローラにより異なる

オーディオ – マイク、ライン入力、ライン出力、MIDI/ゲーム

ネットワーク – Ethernet

電源装置 400 W、手動による電圧範囲指定

表10-11 システム仕様

項目 仕様

寸法 高さ 22.1 cm×幅 42.4 cm×奥行 63.8 cm

(高さ 8.7インチ×幅 16.7インチ×奥行 25.1インチ) 

重量 25 kg (55 ポンド) (フル構成時)

コンポーネントラックに必要なスペース 5U、または 22.2 cm (8.75 インチ)

メンテナンス用スペース 前後に 91.4 cm (36 インチ)

AC線間電圧 (米国) 90～132 VAC、47～63 Hz、単相、15 A/125 V ソケット

AC線間電圧 (国際規格) 180～264 VAC、47～63 Hz、単相、15 A/250 V ソケット

消費電力 285 W、120 VAC の最大構成で 3.4 A

推奨する室内温度 10⋅～32°C (50°～90°F)、最適温度は 21°C (70°F)

熱放散 1,265 BTU/時

表10-10 システム設定の概要 （続き）        

機能 説明
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付録A

A. エルゴノミクスガイド (最適な作業環境のための手引き )

本付録は、作業時の姿勢を正し、適切な作業環境を設定し、安全性を高めるための情報をまとめ

たものです。コンピュータを使用する前に、本付録をお読みください。コンピュータを使用する

ときは、次のガイドラインに従ってください。

姿勢を正す

次の手順に従って、コンピュータを操作するときの姿勢を確認します。

はじめに

1. デスクまたはキーボードのサポートを調整できる場合は、足が床に水平に着き、座部が腿部

をしっかり支えるように椅子を調整します。このように調整した椅子の状態を、以下の手順

を通して維持してください。

2. デスクやキーボードのサポートを調整できない場合は、以下の手順に従って座る姿勢を調整

してください。

腕の位置

1. 指をキーボードの上に軽く置きます。

2. 肩の力を抜き、上腕を体の側面に沿ってまっすぐになるようにします。また、前腕と上腕が

ほぼ直角になるようにします。

3. 上腕がまっすぐに下りていない場合は、まっすぐになるまで椅子とキーボードの距離を調整

します。

4. 前腕と上腕が直角にならない場合は、直角になるまでキーボードまたは椅子の高さを調整し

ます。

5. 肘が椅子の肘掛けに乗る場合は、肩が上がらないようにします。
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手首の位置

1. 指をキーボードの上に軽く置きます。手首と前腕をまっすぐにします。

2. 手首が上向きまたは下向きに傾く場合は、キーボードまたは椅子の高さを調整して手首と前

腕をまっすぐにします。

3. 手首が外側または内側に傾く場合は、手の位置を調整して手首と前腕がまっすぐになるよう

にします。

手首を休めるためにリストサポートを使用すると便利です。

頭と目の位置

1. コンピュータモニタは目からおよそ 45～79 cm 離してください (資料提供: Humanscale、
MIT Press)。

2. モニタ画面の中心を見るときに頭がやや下向きになるようにします。

3. モニタが高すぎたり低すぎたりする場合は、適切なサポートを使ってモニタを見やすい高さ

に調整します。モニタの高さを調整する際に、コンピュータのベースユニットをサポートと

して使用しないでください。

4. コンピュータの作業中に書類を頻繁に参照する場合は、その書類をモニタ画面と同じ高さと

角度に並べて配置します。

背中の位置

コンピュータの作業中に使用する椅子は、背筋を伸ばして座るときに背中をしっかり支え、腿部

と胴部が直角になるようにします。また、椅子は腰部を曲線に沿って支えるようにします。

1. 椅子の背もたれの角度を調整できる場合は、足が床に着く状態で、腿部と胴部がほぼ直角に

なることを確認してください。

2. 背もたれの張力を調整できる場合は、作業中に背中をしっかり支える堅さであることを確認

してください。背もたれは力を入れたときにだけ外に傾くようにします。

3. 背もたれが腰部を支えない場合は、クッションなどを使って腰部を支えます。
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足の位置

コンピュータの作業中は、腿部と膝下が直角になるようにします。膝がやや股間接より高くなる

ように座ります。足は床に水平に着くようにします。

1. 腿部と膝下が直角にならない場合は、椅子の高さを上げます。

2. 足が床に水平に着かない場合は、椅子の高さを上げます。必要に応じてフットレストを使っ

て足を支え、キーボードに対して正しい姿勢を維持してください。

3. 腿部が座席で圧迫される場合は、椅子が高すぎます。椅子によっては、座席の傾斜を調整し

てさまざまな角度に持ち上げることができるものもあります。

作業環境の設定

モニタ画面がまぶしく輝いたり光が反射したりすることを最小限に抑えるために、室内の照明と

モニタ画面の位置を調整します。

• 室内照明は明るすぎても暗すぎてもいけません。通常の照明は、50フィートキャンドルで

十分です。これより暗い場合は、机上用のライトを追加してください。

• 年配の方には、最大100フィートキャンドルの明るさが必要なことがあります。

寒い部屋で作業しないでください。ASHRAE (American Society of Heating, Refrigeration, and
Air Conditioning Engineers)が推奨する、普通の衣服を着用した場合の室内温度は、次のとおり

です。

• 夏 : 22.7～26.1℃ (73.0～79.0 °F)

• 冬 : 20.0～23.6℃ (68.0～74.5 °F)

• 年間を通した相対湿度は30～60 %
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安全性の確保

コンピュータを使って安全に作業を行うために実行すべき項目がいくつかあります。

姿勢を変える

同じ姿勢で作業を長時間続けないようにしてください。できれば 1 日に何度か姿勢を変えます。

可能な場合は、1日のうち座って作業したり立って作業したりします。

休憩をとる

1日のうちに定期的に休憩をとってください。NIOSH (National Instate for Occupational Safety
and Health、R. Henning、University of Connecticut、1992)提供の研究結果によれば、作業中

に休憩をとることによって、コンピュータで連続して作業するときに生じる身体の異常を予防す

ることができます。

以下のように、推奨されている最低限の休憩をとるようにしてください。

• 10分間作業をしたら30秒間休む。

• 50分間作業をしたら3分間休む。

• 午前半ばに15分間の休憩をとる。

• 30～45分間の昼食休憩をとる。

• 午後半ばに15分の休憩をとる。

休憩するたびに、手や腕をゆっくり伸ばしてください。長い休憩時間には、席を立ち、歩き回り、

体をゆっくり、できるだけストレッチします。休憩時間をあらかじめ決めてとるようにします。

仕事に夢中になり休憩を忘れがちになるので、タイマーやソフトウェアのタイマー機能を使って

忘れないように休憩をとります。

休憩のたびに、遠くのものを眺めて目を休めてください。休憩時間には読書など目を使う作業を

しないで目を休めます。
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健康管理

手や腕を冷やさないようにします。作業を始める前に、手を暖めてゆっくり伸ばします。手を冷

やさないようにするには、指なしの手袋が役立ちます。

手首は、まっすぐ、または「リラックスした」状態を保ちます。リストサポートやその他のサポー

ト用品を使って、手首を使わないときに手首を楽な状態にします。

装置の機能をアクティブにする場合は、できるだけ軽いタッチで操作します。マウスを使ってポ

イントアンドドラッグ操作を行う場合など、多くのユーザが必要以上に力を入れています。力を

入れ過ぎると、腱や間接、柔組織に負担がかかります。力を入れすぎないように注意してください。

仕事以外での趣味や個人的な活動が原因となって、作業中に体に異常が生じることがあります。

適度な運動を行い、全身の筋肉を正常に保ちます。運動を始める前に、医師に相談して詳しいア

ドバイスを受けてください。

医師に相談する

体に異常が生じたら、作業姿勢や作業環境、個人的な動作を確認してみます。体の異常や痛みが

続く場合は、医師に相談してください。

体に異常が生じたら、専門の医師に診断してもらいます。健康を保つためには、自己診断で終わ

らせないで、積極的に医師に相談するようにしてください。
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